
2017年度第1回自然科学系アーカイブズ研究会プログラム

「展示活動とアーカイプズJ

日時： 2017年8月8～9日

会場： 1日目；国立科学博物館筑波地区（茨城県つくば市天久保4-1-1）総合研究棟SF大会議室2・3

2日目；高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市大穂1・1)3号館lF会議室

呈11..§..且
1. 14:00-14:15開会の挨拶・趣旨説明 （菊谷英司、有賀暢迫）

2. 14:15～15:15特別講演「生物多様性情報に関するデータベース整備の現状と課題J

神保宇嗣氏（国立科学博物館動物研究部）

～セッション：研究機関資料の保全と活用を考える～

3. 15:30～16:00 「守られた歴史地震資料と活用事例J

室谷智子氏（国立科学博物館理工学研究部）

4. 16:00～16:30 『遺伝研資料の生物学史研究での利用J

飯田香穂里氏（総合研究大学院大学）

5. 15:30～11:00 「自然科学系アーカイプズ研究会の経緯についてJ

高岩義信氏（高エネルギー加速器研究機構、国立科学博物館客員研究員）

11:00～17:30質疑応答
1s:oo～ 懇親会

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊量＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ま＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊会＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主~且
1. 9:00～9:30 「核融合研ア｝カイプ室の最近の活動J

久保伸氏（核融合科学研究所）

2. 9:30～10:00 「すばる・ τ'MT望遠鏡関連資料と広報活動J

田島俊之氏（国立天文台）

3. 10:00～10:30 f極地研が関わった展示活動の歴史J

南山泰之氏（国立極地研究所）

帥休憩＊＊

4. 10:45～11:15 f研究機関アーカイプズ資料の展示の問題についてJ

久保田明子氏（広島大学原爆放射線医科学研究所）

5. 11=15～11:45 「日本における、マラリア、日本住血吸虫、フィラリアの制圧をめぐる

歴史資料のア｝カイプ化．の問題j

飯島渉氏（青山学院大学文学部）

帥 12:00～昼食＊＊

6. 13:00～13:30 「大統合自然史：研究機関展示施設を活用した大学院教養教育の試行J

鎌田進氏（総合研究大学院大学、高エネルギー加速器研究機構）

7. 13:30～14:00 「図書室が実施する図書以外のモノの展示J

市村槙子氏（東京大学工学・情報理工学図書館）

質疑応答

8. 14:30～15:00全体討論 f横断的データベースの構想についてJ.

J 7..:. ~.~ 
0¥ハ久

'・ （＂、be

－~／ Po 



博物館美術館等のおタルアサイブの整備に向けて

デジタルアーカイブは、文化の保存・継承・発信に必要であるのみならず、 観光や地方創生、教育、新た
なビジネスの創出にち貢献し、社会の活性化につながる取組です。そのため、公的機関によるデジタル
アーカイブの整備が、強く求められています。

デジタルアーカイブは、利用者だけでなく、
自館自身のメリッ卜ち考えられます。

0収蔵品の管理、貸借等の業務の効率化
O災害時の復興（防災対策）
0館内の展示サービスの充実
0電子展示会等、ウェフ、サイトを利用した
サービスの充実
O来館者数・アクセス数の増加

自館の新たな価値の創出

【博物館・美術館に求められる役割とはよ〕

「デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会J （事務局：内閣府知的財産
戦略推進事務局）が2017年4月にとりまとめた報告書「我が固におけるデラタルアーカイブ推進の方
向性jで、固としてデジタルアーカイブを推進していく方向性が示されました。また、同時にまとめ
られた 「デラタルアーカイブの構築 ・共有 ・活用ガイドラインjには、博物館 ・美術館、図書館、文
書館等のアーカイブ機関に求められる役割が明記されました。

0メタデータの整備

Oサムネイル／プレビューの作成

0デラタルコンテシツの作成 ・収集

。メタデータの共有 （オーブン化）

0コシテシツの二次利用条件表示

上二つをオーブ
ンに（自由な二
次利用力司能な
条件で）流通さ
せることで、 コ
ンテンツの活用

が促進される

メタデータ（目録情報等）

サムネイル／プレビュー

コンテンツ

コンテンツの内容や所在等の情報を

記述したデータ．目録 .t書誌デー夕、

文化財基礎データ等のテキストやID

コンテンツの縮小函像（サムネイル）、

本文デキストの一部表示や数秒程度の

音声・動画（プレビュー）等

デジタルコンテンツのほか、アナログ

媒体の資料 ・作品等ち含む

砂内閣府の 「デラ；タルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会、実務者協議会及びメタデータのオーブン化等検討

ワーキンググループ」のページに、報告書 ・刀イドラインの本文及び概要を掲載しています。
くURL>htto://www.kantei.ao.io/io/sinai/titeki2/diaitalarchive kvouaikai/ 

【国の方針：デジタルアーカイ竺ρ竿信字支援しますJ
知的財産戦略本部 （本部長 ：内閣総理大臣）が2017年5月に決定した 「知的財産推進計画2017Jでは、
国が博物館 ・美術館等のデジタルアーカイブ構築を推進する方針が示されています。

0各館における紙媒体の収蔵品目録のデータ

ペース化、デラタル化の推進

0メタデータ等のオーブシ化の促進
O著作権制度の整備
0アーカイブ関連人材の育成

博物館・美術館のデジタルコンテンツを
望調 拡充させて、文化遺産オンライン・メディア芸術
罰 データベース等の「つなぎ役Jとの連携推進へ！

※詳しくは裏面をご覧ください。
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2015年6月に著作権法第31条の「図書館等Jの範囲が拡大されぺ 博物館法における登録博物館又は博物
館相当施設であって、営利を目的としない法人により設置されたちのは、著作権法第31条第11頁第2号の
規定により、保存のため必要がある場合には、著作権処理を経ずに、収蔵品・所蔵資料のデジタル化を
行うことができるようになりました＊＼

＊平成27年文化庁告示第30号
件 例えば、絶版等の理由により一般に入手することが困難な貴重な所蔵資料を、損傷等が始まる前の良好な状態で構成に記録を継承す
るために複製を行うことができます。

【博物館J芸術館宇にお九マジタJレ損保停滞用語禁法：J
現行の著作権法では、著作権保護期間内の資料・作品の画像の利用には、原則著作権者の許諾が必要で
すが、文化庁において法整備に向けた検討牢が進められているところです。その内容は以下のとおりです。

美術・写真の著作物に関しては、原作品を適法に展示するちのが、
0美術館等において観覧者への展示作品の解説・紹介のためにデジタル化データを作成し、 タブ、レツ
ト等に掲載すること
0展示作品に関する情報を一般に提供するためにサムネイル画像をインターネット等で公開すること

（平成29年4月） 参照本文化庁「文化著審議会著作権分科会報告書J

博物館・美術館等のコンテンツを保有する「アーカイフ機関j、分野・地域コミュニティの「つなぎ
役J（博物館・美術館等の分野では、文化庁の文化遺産オンラインやメディア芸術データベースなどが相
当）、 「国の分野横断統合ポータル」（国立国会図書館のジャパンサーチ（仮称））、多様なコンテンツを利
活用する「活用者Jにおけるそれぞれの取組を通じて、我が国のデジタル情報資源が効率的に生み出さ
れ、圏全体として有効に活用されていくことを目指します。
まず‘は内閣府のホームページに掲載されている報告書や刀イドラインをご覧ください。

【アーカイブ機関】
1導物館 ・美術館、図書館、文書館、企業、大

学研究機関国地方公共団ヲ 同

メタデータ ・デジタルコンテンツの共有

－メタデータの整備

．デジタルコンテンツ拡充
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－メタデータ標準化
（辞書・典拠の管理を含む）
．メタデータ共有
・長期アクセス基盤

【分野 ・地場コミュニティ】
分野・地域ごとの fつなぎ役」の役割

回国国国国
文化財曾籍等 メディア 放送番組地方アー
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【固の分野横断統合ポータル】

ジャパンサーチ（仮称〉
成
果
物
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還
元｛活用者】 「アーカイブ機関jに加えて、一般ユーザ、IT技術者、クリ工イタ一等

－ポータル・アプリの作成
．情報閣の関連付け
・付加価値情報の追加
－活用コミュ二ティ形成
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恒国同 メタデータ（とサムネイル）の流れ
恒E 嘩 デジタルコンテンツの流れ 出典 ：ガイドライン 「図2デジタルアーカイブの共有と活用のためにJより

［ ぉ一一的財一務局 ｜ 
TEL : 03-3581-2109 

http://www.kantei.go .jp/jp/sin~i/titeki2/index . html 



億3・~r~n~s司且司 Inter-University Research Institute Corporation 
＼司、ニコ~ High Energy Accelerator Research Organiza針。n

大学共同利用減関法人高エネルギー加速器研究機構

日本の加速器科学と

高エネルギー加速器研究機構： KEK
の歴史



1 .加速器科学の過去・禁日月期

1.1コッククロフ卜＝ウオルトン型加速器とサイクロトロン

1932年、イギリスでJ.コッククロフトと A.ウオル卜ンが、現在彼らの名を冠

して呼ばれているタイプの加速器を建設し、それを使って、史上初めて加速

器を使って原子核の変換反応を起こすことに成功しました。この型の加速器

は直流高電圧で加速するため静電型加速器とも呼ばれ、類似の加速器として

はR.パンデグラーフがパンデグラーフ型と呼ばれるものを発明しています。

静電型の加速器では、高い電圧をつくることがそのまま高いエネルギーの粒

子を得ることを意味します。しかし、高電圧には放電の発生という問題があり、

静電型加速器では 20MV程度以上の高い加速エネルギーを得ることができ

ません。この問題を克服するには、放電限界以下の適切な電圧を用いて何度

も繰り返し加速し、結果として高いエネルギーを得る必要があります。

そのためには、電磁気学の基本法則のため、直流ではなく交流の電源が必

要になります。繰り返し加速を行う一つの方法は、加速される粒子を一つの

（あるいは少ない数の）加速装置を多数回通過させる、というものです。その

場合、加速される粒子の軌道を曲げて加速装置の入り口にもどす必要があり

ます。アメリカの E.ローレンスによって発明された「サイクロトロン」はその

方式の加速認で、軌道を曲げるために大きな電磁石が使われます。この原理

の加速器が初めて加速に成功したのは 1931年のことです。

1. 3敗戦による挫折

第二次世界大戦後の 1945年の 11月末、日本を占領統治した連合国最高司令官総司令部（GHQ)

は理研、大阪帝国大学、京都帝国大学の3拠点にあったサイクロ卜ロン4基を破媛・廃棄し、日本

における加速器を用いた実験物理の研究を禁止しました。その結果、日本の加速器、及びそれを

使った実験は欧米に比較して大きな遅れをとることになりました。

2.加速器科学の過去 ・戦後

2.1東京大学原子核研究所の開設まで

1951年5月、サイクロ卜ロンの発明者であり、その功績でノーベル

物理学貨を受賞した E.ローレンスが来日し、日本での研究再開

を支持する発言をしました。これにより、日本における加速器

およびそれを使った原子核研究などが再開されました。そして、

理研、大阪大学、京都大学の3拠点に 26インチのサイクロト

ロンが 1基ずつ再建されました。

理研の再建サイクロ卜ロン （国立科学惇物館蔵）

しかし、世界に目を向けると、サイクロトロンより高いエネルギーが得られる「シンクロ卜ロン」の原理が終戦後間もなく考案

されていました。サイクロトロンでは、加速によるエネルギーの上昇に伴い、粒子は渦巻き状に段々半径が大きくなっていく

軌道を織きます。これに対して、シンクロトロンではエネルギー上昇に同期させて磁場を上げていくため、軌道の半径は一定

です（この「同期」が「シンクロトロン」の語源）。日本がやっとサイクロトロンを再建しているとき、世界ではこれは既に小型

加速器の部類になっており、アメリカでは大型の陽子シンクロトロンがつくられ、サイクロ卜ロンの数百｛きものエネルギーが

得られる加速器が完成していました。1.2日本での繁明期

日本における加速誌の研究、あるいはそれを用いた原子核、素粒子物理学の研究は、おおむね

1.理化学研究所 （理研）：仁科芳雄によって牽引されたグループ

2.大阪帝国大学：菊池正土を中心とするグループ

3.京都帝国大学：台北帝国大学から京都帝大に移った荒勝文策を中心とするグループ

の三つの源流に遡れると考えられます。荒勝文策（1890・1973）は、 1934年、台北帝国大学でコッククロフト＝ウォルトン

の実験の再現に成功し、菊池正士 （1902-1974）もすぐその後に同織の実験に成功しています。サイクロトロンについては、

理化学研究所（理研）の仁科芳雄（1890-1951）が早くから開発を進め、アメリカ以外で最初に建設されたサイクロトロンと

して、1937年｛こ26インチのサイクロトロンを完成させ、その後 60インチのサイクロ卜ロンを建設しました。また、第二次世

界大戦の敗戦までに、大阪帝国大学に 26インチ、そして京都帝国大学にも完成間近の 26インチサイクロトロンがありました。

26インチの理研1号サイクロトロン 仁科芳雄氏

筑波（当時の大穂町）を視察する朝永振一郎氏

守？

朝永振一郎氏の手紙

，，
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そこで日本は上記の3拠点に加えて、新しく東京大学原子核研究所を設立し、大阪大学から菊池正土を初代所長として招き

ました。日本では「原子核」という言葉には抵抗があり、この研究所の設立については地元の反対もありましたが、後

にノーベル物理学賞を受賞することになる朝永振一郎も住民に対して熱心に説得にあたりました。

原子核研究所は東京大学の中に附置研究所として組織されましたが、東京大学にとどまらず全国のこの分野の研究者が集ま

る「共同利用研究所」として開設されました。このタイプの研究所としては先に京都大学の「基礎物理学研究所」があり、

当時の文部省によって共同利用型の組織の設置に関する制度ができていました。また同じ頃、東北大学でも加速器建設の

動きがあり、電子線形加速器が作られ、現在も使われています。菊池正士氏 荒勝文策氏

ほ））~思 -2-



2.2東京大学原子核研究所

原子絞研究所の60インチサイクロトロン模型

（国立科学博物館蔵）

1955年、東京大学原子核研究所では三カ所の再建サイクロ卜ロンより

一回り大きい 60インチサイクロ卜ロンが建設されました。原子核研究

所の加速器の建設の際も、サイクロ卜ロンではなくエネルギーをより高

くできるシンクロトロンを建設しようという意見もありましたが、菊池の

意見によりまずサイクロトロンの建設になったと伝えられています。もち

ろん、日本の研究者もエネルギーが低いサイクロ卜ロンで満足したわけ

ではなく、原子被研究所の中に「素粒子研究所準備室」を設置し、将来

の大規模な研究所建設の構想の検討が始まっていきました。

そうした中、同じシンクロ卜ロンであっても陽子シンクロトロンに比較して妓術的に取りかかりやすい電子シンクロ卜ロンを

建設しようという計画がもちあがり、電子を最終的に 1.3GeVまで加速できる加速器が建設されました。このエネルギーは

湯川秀樹がその存在を予言したπ中間子を実際に人工的に作るのに十分な大きさであり、その完成は戦後の君、従の時代

の記憶がぬぐえない研究者にとっては大きな励みになりました。

左： 1.3GeVまで加速できる電

子シンクロトロン

右：湯川秀樹氏

この頃から、日本の加速器を使った物理研究者の集団は「原子核研究者」と「高エネルギー研究者」のグループに次第に分岐

していきます。電子シンクロトロンの実験で博士の学位論文を書いた研究者が着々と増え、その次の「素粒子研究所」 （後に

正式名は高エネルギー物理学研究所となる）における加速器及び測定器建設における若手職員が育っていくことになります。

3. KEK創設から最先端の加速器科学の現在加速器施設に至る道

3.1 KEK創設まで

電子シンクロトロンが完成したとはいえ、 当時の高エネルギー

物理学での本命は「陽子シンクロトロン」 と考えられていまし

た。素粒子研究所準備室での基礎研究活動の末、1971年

に設立されたのが「高エネルギー物理学研究所」 （KEK）で

す。文部省を始めとする多数の関係者の議論と努力の結果、

KEK l立、原子核研究所や基礎物理学研究所とは異なり、特

定の大学に設置する研究所ではない設置形態 （大学共同利

用機関）をとることになりました。 現在までにこの大学共同

利用機関という形態をモデルにしていくつもの研究所が設立

され、あるいは別の形態から改組されました。高エネルギー

物理学研究所の設立5年後の 1976年に、12GeVのエネル

ギーを持つ楊子シンクロトロンが完成しました。

しかしこの頃、アメリカではまたしてもこれを這かに凌ぐ 200GeVの陽子シンクロ卜ロンが、 フェルミ国立加速器研究所
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において完成していました。この歴然とした差をなんとしても縮めるべく、 KEK設立の立役者の一人で、ニ代田所長でもあった

西川哲治は、 1973年に「トリスタン計画」の概要を発表し、より高いエネルギーの加速器をつくることを国内外に宣言しま

した。まだ陽子シンクロトロンが完成しておらず、研究上の成果も出ていない時点で、当時建設中のものの何倍も資金のか

かる計画を発表したのです。この卜リスタン計画では、アメリカに比較して国土が狭い日本で、固定標的型加速器ではなく、

衝突型加速器を作ることで互角に闘おうという意図が盛り込まれました。

完成当時から世界水準に比較して低いエネルギーの加速器であった 12GeV陽子シンクロトロンは、それでも少しずつ成果を

挙げ、ビーム強度も少しずつ上昇していきました。そしてトリスタンの建設と並行して、素粒子物理学だけでなく原子核物理学

の比較的高エネルギーの反応の実験に使われるようにもなりました。この加速器の学問上の最大の功績は、 運転停止の直前

数年間におけるニュー卜リノの実験 （K2K実験）を実現したことです。ニュー卜リノは「質量が0（ゼロ）の素粒子である」と

長い間考えられてきました。ところが20世紀も終わろうとする頃、自然界から注がれるニュートリノを使った観測が東京大学

宇宙線研究所のスーパーカミオカンデで行われ、わずかながら質量があることがわかってきていました。この観測を、12GeV

陽子シンクロ卜ロンで作られた人工ニュートリノを用いて実証・確認したのです。一方、 12GeV陽子シンクロ卜ロンの上流には

「中段ロケッ卜」のような役割を演ずダブースターリンクコが設置されていました。これから取り出された 500MeVの陽子ビー

ムは、世界初のパルス状中性子、及びミュー粒子発生に用いられ、物質科学に新たな研究手法をもたらすとともに、陽子線

を用いたガン治療への道を拓きました。

12GeV陽子シンクロ卜ロンは、多くの大学院生に実験参加と教育の機会を提供しました。これも大きな功績です。そこで育っ

た大学院生たちは、その多くが博士の学位を取得し、その後のトリスタン加速器建設の若手の担い手となっていきました。

3.2トリスタンから KEKB（ケックビー）へ

1980年代の中頃、 卜リスタン加速器とそこで実験を行う測定器が完成しました。

同種の加速器のφでは一時的ではありましたが世界最高のエネルギーを保持し、「戦後

の遅れを取り戻す」という目的を果たしたことになります。卜リスタンでは電子・ 陽電子

の消滅反応を使い、電弱相E作用の研究、クオークやグルーオンの生成やハドロンジェッ

卜の研究が精力的に行われましたが、 残念ながら計画の看板であった「トップクオーク」

の発見には至りませんでした （トップクオークについては、 後になって、トリスタンのエネ

ルギーではつくることができないほど大きい質量をもつことがわかっています）。

卜リスタン計画では、加速器建設や測定装置の開発にあたって KEK、関係した大学、

企業の聞で多くの経験が積まれ、 技術が圏内に蓄積していきました。日本の物理学実

験の歴史の中では最も大きなプロジヱク卜であり、参加する人員も大いに増強され、そ

の後日本が世界におけるこの分野の中で大きな位置を占めるための組織づくりに貢献し

た、という面も忘れてはならないことです。

2枚の写真：小林ー益川理論の実誌を主目的と

する加速器、 「KEKB（ケックビー）」
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J-PARCではさらに素粒子物理学以外の分野の実験も行っています。先に触れたブースターリングからのパルス状陽子ビーム

による中性子・ミ斗一粒子発生技術はJ-PARCで大きく開花し、ビーム強度を格段に増したこれら粒子線を利用する施設が

J-PARCに展開しています。この施設は「物質生命科学実験施設」と呼ばれ、研究分野も鉱大しています。

3.4放射光の加速器

高いエネルギーの電子が磁場の中で円軌道を描いて運動すると「放射光」と呼ばれる広い波長範囲 （赤外線からX線領域）

の光を放ちます。これは加速器という「道具」の推進母体であった原子核・素粒子研究者集団にとってはエネルギー損失の原因

になる厄介者でしたが、物質科学の研究者にとっては非常に「うれしい光」でした。東京大学原子核研究所の 1.3GeVの電

子シンクロトロンでも、そこから得られる放射光が物質科学研究者に使われていました。

高エネルギー物理学研究所が設置され、 陽子シンクロトロンの稼

働も始まった数年後の1980年代初頭、さらにエネルギーの高い

放射光実験用の専用加速器を建設し、より波長の短いX線が得

られるようにしたい、との要望が持ち上がり、 KEK敷地内に建設

されたのが「フォトンファクトリー」と名付けられた放射光専用電

子貯蔵リングです。上に説明したように放射光用のリングは物性

研究所に存在しましたが、 GeV級のエネルギーを持つリングは初

めてであり、またこのころから世界中でこの穫の電子加速器が作

られることになりました。

12GeV陽子シンクロ卜ロンは、21世紀に入って数年後に共同利用実験を終7し、わずかな部分を残して運転を停止しまし

た。この陽子加速器で行われていた実験を引き継ぎ、さらに大規模な施設として建設されたのが、大強度陽子加速器施設、

「J-PARC」です。 J-PARCは、 KEKと日本原子力研究開発機権 （計画当初は日本原子力研究所）が共同で運営するため、

東海村に建設した施設です。12GeV陽子シンクロトロンにより、世界的な成果を出したニュートリノ実験はJ-PARCにも引き

継がれ (T2K実験）、現在この分野で世界をリードする実験結果を発表しています。

放射光は現在、生物、 化学、物理など幅広い分野の研究を推進

するのに必要不可欠な装置の一つになっています。さらに基礎学

術研究のみならず、医療分野から材料分野にわたる産業界におい

ても幅広く利用されおり、将来的にもその利用が高まることが予想

されます。なお、当初フォトンファクトリーにビームを供給するため

に建設された電子線形加速器はトリスタン加速器 （のちに KEKS

加速器、SuperKEKB加速器）に電子・陽電子ビームを供給する

入射加速器としても使われることになりました。この電子線形加

速器は世界で二番目のエネルギーを誇り、 SuperKEKB加速器や

ふたつの放射光加速器にビームを供給するマルチタスク加速器と

なっています。

1970年代、 この放射光を出すことを主任務とする加速器が欲しい、という機運が物質科学の研究者の中で盛り上がりました。

その結果、東京大学物性研究所の研究施設として、数百MeVのリングが1.3GeV電子シンクロトロンの近くに建設されました。

J-PARC MR (Main Ring) T2K (Tokai to Iくamioka）前豊後出総
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3.3大強度陽子加速器施設J-PARC 
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MLF （物質・生命科学実験施設）

" 

SuperKEKB 

目覚ましい成果をあげた KEKSの実績を土台に、KEKではこれをさらに 40倍の性能をもっ「SuperKEKB」に高度化する

改造が行われ、現在試験運転が行われています。SuperKEKBは、現在の素粒子物理学の標準理論によって予言される物理

現象を詳しく調べ、標準理論では説明できない新しい現象を探求することを目的にしています。
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この加速器が作り出すエネルギーは、 卜リスタン加速器が

作り出すエネルギーより低いものですが、ビームの量（蓄積

している電荷の量） は緩めて多く、実験で得られる素粒子

反応の数において世界ーをめざし、実際にそれを達成しま

した。これは、後にノーベル貨を獲得する重要な理論を検

証することに特化したためです。右の図は、ここ 30年の電

子・ 陽電子衝突型加速器の衝突性能の推移を示します。横

軸は年代、縦軸は衝突性能の目安になるビーム衝突頻度で、

対数日盛りという記法で書かれており、約 30年でこの性能

が1000傍になり、KEKSは運転終了の 2010年時点でな

お世界トップの座にあったことがわかります。

卜リスタン加速器での技術や経験の蓄積の上に建設された

のが、小林ー益川理論の実証を主目的とする加速器、「KEKS

（ケックビー）」です。

イラスト： SuperKEKB概念図



4.加速器科学の未来

加速器を使った今後の素粒子物理学実験はさらに大規模であることが要求され、その課題を克服するため、世界の研究者が

一致協力しようというコンセンサスが形成されつつあります。日本は、アメリ力、ヨーロッパと並ぶ三拠点のひとつとされており、

KEKにおいては「先端加速器試験施設」、「超伝導加速器試験施設」を建設し、将来の加速器技術の開発研究にも取り組ん

でいます。

ATF (Accelerator Test Facility) STF (Superconducting RF Test Facility) 
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／ 総合研究大学院大学 「共同利用機関の歴史とアーカイブズJ文献集
平成24年度版

編集者のことば

このCDには総合研究大学院大学葉山高等研究センターの研究プロジェクト『人聞と科学』の一課題であった『大学共同利用機関の成立に闘
する歴史資料の蒐集とわが国における巨大科学の成立史に関する研究（略称：共同利用機関の歴史とアーカイブズ｝』が毎年発行していた報
告書が収められています．

主な肉容には
・共同利用機関の歴史に関する講演
．アーカイブズに閲する研究報告
・アーカイブズ組織（史料室など）の報告
・資源共有化のための研究、活動報告
・映像アーカイブズに関する諸問題の検討報告
・オーラルヒストリーのアーカイブズに関する諸問題の検討報告
があります．

総研大およびその基盤である共同利用機関について、その社会的意義を正しく認議するためには、歴史的な視点が必要であることは言うまで
もありません．総研大における『科学と社会』教育においても、共同利用機関の歴史は重要なポイントになるはずです．

己のCOiこ収められた資料は十分なものとは言えませんが、上記の目的のために活用していただき、また、さらに努力を重ねて行くための土
台として、活用していただきた〈存じます．

2012年3月13日 総合研究大学院大学学融合推進センター平田光司
無断複写・転載禁止

・共同利用機関の歴史とアーカイブズ＇2004
目次

第I部研覧会『大学共同利用研究所a研究機閣の成立』
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第 I部総研大におけるアーカイブズ化の現状
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筆2章 UCB主－21レヒスl:!lース2.-Lレ主主企主 加藤直子

第E部共同利用機関の歴史
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軍3章ー i聞における剥 働佐Gt 大森康宏、横山広美

第4章塵卑研費：蓋国型i国雄園の塵卑主Z-"b.イヲズ 伊藤窟ニ

第E部共同利用研の歴史とアーカイブズ
筆u堂寓ヱ圭iH陪 K｝卑料室虫この1主の量動 関本美知子

箪2重量核融合Z-'ilイブズ書虫こ包1皇虫量動 松岡啓介
箪3霊童盆王亜車製編皇室虫こ虫1年虫量動 木村克美

撞4宜主宜鍾亜宜組重＠こ{121主虫活動 伊旗英男

第5軍国立極地研安所の歴史左アーカイブズ 渡温奥亙
欝車総合討論／総研大ア吻イヲズの将来構 ~ -

－－’‘ー

共同利用機閣の歴史とアーカイブズ2007
はじめに 伊藤憲

fil皇
第 I部本研究課題の成果報告
1.大学共闘争l用機関のオーラルヒストリー
大掌共同利用機聞のオーラルヒストリー 伊勝憲

Z 大学共同利用機関のアーカイヲズ ， 

志望韮固到国雄園fllZーカイブズー I 全体糧告 高岩義信

盤融合塾望研費jili{NIFS｝鐘盈含Zーカイブ室包孟勘 松岡啓介

KE区車料室型車混謹告 関本美知子

盆手製掌Diili!IMS｝分圭研Z-"b.ィヲズ型車状 木村克美

3.大学共闘争j用機関の科学映像

志掌蓋固劃圏機圏虫税掌映像 大森康宏

第E部招待講演による記念シンポジウム『研究機関の資料保存と歴史研究』
闘すヲE安合す！:f.a智魁宰 野口邦男
総合研愛犬 ，、． 山本部におけるx::i=:r カイブズの問題 柳生修

国立遺伝掌nmgi盤立前盆 溝口元

特)llJ諮語統計数璽亜史研虫歴卑 北川源四郎

おわりに

静轟 平田光胃

仕録119皇底の量動型糠要
仕録2Exce盟ts也e1st飢 d2nd Reeorts on the Sロ陶ndai£:KohalaCenter Oral Histon1. Project 
ft録3Forms for仙eSokendai-Kohala Center Oral Histo立Project！容量l
皇位

・共同事l用機関の歴更正アーカイフズ2008
『士I：めに 松岡啓介
目次

第 I部 1日目（平成21年2月5日｝
1.本研究課題の成果報告

梅緯皐去の蓋作物主著控目録 三原喜久子

隼車掌研:Eiili車検連盟室料窒について 村上政隆

盆二f.JilfZ－カイブズの車状 木村克美

国主基孟苧主l重曇置組事－~空襲庫~漬動 野口邦男

． 



． 抵橋瞳岱盟国立極地亜安置の映像記録lこついZ 神田啓史

ISASZー虫イブ虫現状 佐藤靖

盤融含Z一書イブ室活動の理状 難波忠清

KEK車料室歪盛20韮産活動謹告 関本美知子

第E部 2日目（平成21年2月6日）
2.特別講演
共同利用機関の前史とl，ての日本学術会議の活動と今後 池内了
革主圭 Z壬：I 虫色持術~コンテンツ CG復元から見えてきたもの 富田良雄

3.大学共同利用機関の科学映像

まーヲルヒスI::！.！一主映像ー韮主客車料 平田光司
全体討論

Appendix 

ブロbム
参加者『」スt
奥イ寸

・共同利用機関の歴更正7-元イブズ20-09 改訂版
．盛ι並区 松岡啓介

本研究課題の成果報告

松岡啓介

難波忠清、花岡幸子

瀧川裕貴

高岩義信
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山岸一山一、－

雌一－
Z

枇
一
白回

小原由美子
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「自然科学系アーカイブ、ズ、研究会」
の経緯について

高岩義信
高エネルギー加速器研究機構協力研究員
国立科学博物館 客員研究員

Pre四 History[1J 
口 KEKとNIFSの資料整理作業

• KEK資料整理作業部会から史料室設置へ
研究所、機構設立、法人化の経緯の記録

回無分室（旧核研）用地の明け渡しに伴う資料のつくば移管

・ 核融合の歴史研究から資料整理へ
原研およびプラズマ・核融合学会の委嘱による調査

プラズマ研（名古屋大）敷地と資料の整理に伴い核融合研で保管するための移送

ロ 日本物理学会・物理学史資料委員会
・学会100年記念「日本の物理学史J刊行から資料調査へ

白 日本の素粒子物理の歴史と資料
日米協力事業CY.Nambu, L.M. Brown；早川、河辺、小沼、小川、亀淵）
．坂田記念史料室（名古屋大・理学部・物理教室）

・朝永記念室（筑波大学）

・湯川記念館史料室（京大・基研）

てー ヨ＇＝ J 品 －‘ . ~ 噌’ h司”F
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総研大としての課題
口 保有している資料の使い道

ロ 基盤研究機関（共同利用研）成立の研究

ロ 研究分野の消長と研究機関の設置と社会状況の関係

総研大・高等研究センター
ロ 研究プロジェクト「科学と社会」

ロ 研究プロジェクト「人間と科学J i凶fi 
・「共同利用機関の歴史とアーカイブズ」 2004-2009、 ・--・・・・・・ 
〉好会「大学共同利用研究所・研究機関の成立J,r大学共同利用機関の歴史とアーカイブ

報告のトピックス：
》研究機関の歴史
》アーカイブズ、データベース、 EAD,

少オーラルヒストリー、映像アーカイブズ、

参加者の所属する研究機関
》総研大、 KEK,NIFS，宇宙線研

》分子研、生理研、基生研

》天文台、極地研、統数研

》民↑専（映像アーカイブズ）

〉国文研（データベース）

》政策大学院大学（宇宙研）、遺伝研



扱ってきたトピックス
資料に基づく研究分野・研究機関の歴史 直亙三五三う
．研究機関の歴史

・研究者コミュニティの歴史

・個人研究者の研究活動の調査と研究

．その他の個別のテーマ（資料提供）

史料データベースの課題
・メタデータ・スタンダード（概念、コンビュータ・リーダブル）
．データ・トランスポータピ、リティ

・プラットフォーム（DBMS,User Interface, Publishing) 

＠ 研究教育機関での法人文書、歴史資料の取扱い
．法令（公文書管理法、情報公開法等）と実際の業務の関係

新しい局面：参加者の広がり
従来の参加者の主たる出自
・総研大、大学共同利用機関（KEK,NIFSほか）、基盤研究機関
．科学史学会、アーカイブズ学会、物理学会
・研究者の（記念）史料の関係者

今回の参加者の広がり
・科学史学会でのアナウンスで関心をもった（？）
．国立科学博物館との関連から関心をもった（？）
．これまで参加したひとから聞いた（？）

新しいプロジェクトが関わりをもっ
．科学博物館の総合研究「保存戦略」
・科研費・挑戦的研究（開拓）
「臼本の学術体制史研究一研究基盤となる日本学術会議資料整備と研究環境構築の検討ー」

どのような関心に発展するか？



平成28年4月 1日

国立科学博物館・ 総合研究プロジェクト：保存戦略（概要）

我が国における科学 ・技術史資料の保存体制構築に向けた基礎的研究

－現存資料の保存状況とその歴史的背景一

代表者：前島正裕（理工学研究部）

参加者：若林文高（理工学研究部）、有賀暢迫（理工学研究部）、沓名貴彦 （理工学研究部）、洞口俊博（理工学研

究部）、室谷智子（理工学研究部、宮脇律郎（地学研究部）、門馬網ー（地学研究部）、 亀井修（産業技

術史資料情報センター）

盛夏＿：＿

科学研究や技術開発の成果、およびその過程を示す資料の保存は、学会や企業の範囲に止まらない科学界・

産業界共通の課題である。今後国として次世代に科学や技術の足跡を示す多種多様な資料をきちんと残し伝え

てゆくために、保存すべき資料を評価するための分野横断的な基準を作り、戦略的保存体制構築に向けた基礎

データの蓄積を図る。具体的には、 5種類の研究・開発機関から代表的な組織を選んで調査対象とし、そこに

保存されている／されていた／されていない資料群と‘その機関の歴史的変遷とを突き合せた分析を行う。各

機関のデータを持ち寄り、組織ごとの保存状況を縦軸に、コレクションごとの保存状況を横軸にクロスで比較

することで、保存資料の特徴や、保存上の課題を明らかにする。

目的：

研究機関と科学・技術史資料群マ トリ ックス

本研究では、特徴的な事例を収集するため、研究 ・開

発組織、研究・開発分野、歴史的変選などの異なる研

究・開発機関{A）物理・化学系研究機関、 B）宇宙・地

球科学系研究機関、C）自然史系研究機関、D）科学技

術系企業、E）廃止となった研究機関など｝を対象とし

て、研究成果物、科学者 ・技術者の個人資料や実験機

器などいくつかのコレクション群を設定し、これらに

対し、（a）従来も行ってきた科学 ・技術史上の重要性

の評価に加え、 （b）研究組織のミッション、（c）歴史、

(d）その機関におけるこれまでの主要な業績、（e)

研究におけるキーパーソン、（日 資料保存担当部署、

(g）保存理由、（h）資料関連研究分野とその位置づ

け、（i）資料の組織上の取り扱い状況などについて調査を行い、さ らにそのデータを持ち寄り、広く分野横断

で機関相互に比較することにより、 今後我が固として残していくべき科学・技術史・自然史研究史資料，につい

て、戦略的保存体制構築に向けた基礎データの蓄積を図ろうとするものである。

5年間で目指すゴール：

1）個別成果 ：事例と して調査した機関に保存されている資料群の総体と特徴を把握する。

2）機関別成果：自然科学研究史 ・技術開発史分野において、保存資料の機関分野別の特徴と保存上の課題を明確

にする。

3）資料別成果：コレクション群（ア）研究機関の運営にかかわるもの、（イ）研究活動の成果にかかわるもの、 （ウ）

研究活動に使用されたもの（エ）研究者の個人にかかわるもの（オ）製品、（キ）製品台帳、設計

図面、について、機関横断的な資料保存上の特徴と課題を示す。

1 
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高岩義信

自然科学系アーカイブズ研究会の会合・ミーティングなど

年月日 場所 名称

2009-01-22～23 KEK KEK-SOKENDAJ研究会

テーマ 『記録管理とアーカイブズ』

講演 小原由美子（国立公文書館）「時を貫く記録としての公文書の在り方一一公文書管
理法制に関する動向等一一J
安藤正人（学習院）「記録を守り記録を伝える一一アーカイブズ学の世界一一』
西山伸（京都大学文書館）「大学におけるアーカイブズ一一文書の移管・公開・評
価選別一一J

報告および討論 柳生修二（総研大）「総研大・事務文書のアーカイブズJ
松岡啓介（NIFS）「総研大基盤機関におけるアーカイブズJ
五島敏芳（京大総合博物館）「EAD－情報検索システム構築J
木村一枝（核融合研）「核融合研におけるオーラルヒストリー J
平田光司（総研大）「KEK-SOKENDAI共同研究について』

その他のイベント 国立公文書館つくば分館見学

201ト09-29～30 NIFS リポジトリー・アーカイブズ合同研究会 ｜ 

2012-01-06 

講演 TomokoSteen （米国議会図書館・ジョンズ・ホプキンス大学）「米国議会図書館にお ι

ける科学アーカイブズJ
小沼通ニ（慶応大学名誉教授）「日本における素粒子論研究の歴史と湯川記念館 I 

史料室のアーカイブズJ

報告および討論 ”大学共同利用機関におけるリポジトリー”lこ関する情報交換会
(KEK、国立民族学博物館、生理学研究所、総研大、国立情報学研究所、 NIFS、そ
の他の研究機関）
討論会：「自然科学系アーカイブズにおける国際協力』一一話題提供と討論

KEK神谷 Info Comとの会合
町

テーマ Infolib-ASPについて

報告および討論 worksh叩

2012-07-17 NIFS 平成24年度自然科学系アーカイブズ会合（第1回）

講演 五島敏芳（京都大学総合博物館）「資料共有化システムと横断検索システム』
lnfolib-ASPとArchonの可能性

報告および討論 参加機関：

2012-10-05～06 KEK 

総合研究大学院大学（柳生）
高エネルギー加速器研究機織（菊谷）
分子科学研究所（大島）
国立天文台／アーカイブ室（懸）
国立天文台／すばる室（水本
生理学研究所／基礎生物学研究所（村上／児玉）
国立遺伝学研究所（斉藤）
国立極地研究所（神田）
核融合科学研究所（井口）

平成24年度第2回 自然科学系アーカイブズ会合

講演 TomokoSteen (LOC) Digital Preservation of Science Data: Cloud Computing to 
Citizen’s Science 

報告および討論 現況報告：
井口（NIFS)
木村（分子研）
神国（極地研）
村上（生理研）
菊谷（KEK)
難波忠清（NIFS)lnfolib-ASPのバージョンアップについて

その他のイベント 第6回KEK史料委員会 （10/5)

2012-11-03～04 NAO三 国立天文台博物館構想シンポジウム
鷹

講演 「大学博物館の使命と役割」中漂靖元（東京農工大科学博物館）
「国立天文台湾物館への期待」松尾厚（山口県立博物館）
「博物館と天文の関係J薦宏道（平塚市博物館）

報告および討論 （省略）

1 I 3 
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年月白

2012-03-13 

2013-10-03 

場所

NINS神
谷町

講演

NINS神
谷町

Scientific Archives Project 

名称

総研大・学融合推進センタープロジェクト研究会（菊谷）
「戦後の学術研究における大学共同利用機関の役割J

総研大プロジェクトの経緯（NIFS松岡（井口：代読））
生理学研究所の歴史とその役割（NIPS村上）
高エネルギー物理学研究所の設置と研究者コミュニティ組織の役割（筑波技大・高
岩）
分子研の歴史と役割(IMS木村）
二つの大学共同利用機関：名大プラズマ研と核融合研（NIFS井口）

Steen Tomoko講演会

講演 SteenTomoko「（日本の大学共同利用機関とアメリカのNationalLaboratoryの比
較のような話）

2014-01-22～23 NIFS 自然科学系アーカイブズ講演会
核融合アーカイブズ共同研究
合同研究会

講演 菅真城（大阪大学アーカイブズ）「大阪大学アーカイブズ設立の経緯と課題』

報告および討論 『湯川・朝永・坂田史料の整備と史料室の運営』高岩義信（筑波技術大学）
「核融合アーカイブ室の活動J井口春和（核融合研アーカイブ室）
rKEK史料室の活動とデータベースの公開菊谷英司、中村優子（KEK)
「分子研創設の歴史と史料室の現状J木村克美（分子研）
「極地研アーカイブ室の現状J神田啓史（極地研）
「総研大に於ける法人文書管理の現況とアーカイブズ連携J柳生修二（総研大）
「アーカイブズ資料共有化データベースの構築J難波忠清（核融合研）
「長間半太郎資料の概要と今後の課題』有賀暢迫（国立科学博物館）
「伏見康治、坂田昌一史料からの歴史発掘』雨宮高久（日大）
「原子力研究開発機構における核融合アーカイブズJ松田慎三郎（東工大）
「核融合アーカイブズにおけるオーラルヒストリー」核融合アーカイブ室

その他のイベント 核融合アーカイブ室見学

2014-07-16～17 KEK 自然科学系アーカイブズ会合（平成26年度第1回）

講演 小宮山敏和（国立公文書館）「近世期を中心とした日本のアーカイブズについてJ

報告および討論 各機関の現況報告等：
分子科学研究所（木村克美）
核融合科学研究所（井口春和）
高エネルギー加速器研究機構（菊谷英司）
「総研大基盤連携資料情報共有化データベース」への目録公開について核融合科
学研究所（難波忠清）

その他のイベント 第7回 KEK史料委員会（7/16)

2014-12-18～19 NIFS 自然科学系アーカイブズ講演会・研究会

講演 堀田慎一郎（名古屋大学文書資料室）「「名古屋大学アーカイブズJの20年一大学
文書資料室の保存・公開体制を中心にー』
菊谷英司（高エネ機構）「KEK史料室における資料公開についての検討』
小沼通ニ（慶応義塾大学名嘗教授）「ニールス・ポーア・アーカイブズ訪問記J
五島敏芳（京都大学博物館）チュートリアル：「アーカイブズデータベースの基礎知
識J

報告および討論 神田啓史（極地研名誉教授）「極地研のアーカイブズー現状報告』
村上政隆（生理研）「生理研のアーカイブズの現状とオーラルヒストリーの試み」
南野智（分子研）『分子研史料室のホームページ作成及び計算機センターの歴史J
松田慎三郎（東工大）「アーカイブズから見たリーダーの果たした役割J
佐藤定男（核融合研名誉教綬）「兵庫県立美術館名誉館長木村重信氏寄贈資料の
整理」
弁口春和（核融合研）「核融合アーカイブ室：今年の活動」

2015-08-06 KEK 自然科学系アーカイブズ研究会

講演 森本祥子（東大文書館）「東京大学文書館の設置と国立公文書館等としての指定

についてJ

報告および討論 各機関の発表
KEK史料室（菊谷英司）
核融合アーカイブ室（久保伸）
分子研史料編纂室（木村克美）
筑波大学朝永記念室（受川史彦、金谷和至） I 
総合研究大学院大学（柳生修二） ｜ 

2015-12-03～04 NIFS 自然科学系アーカイブズ研究会 ｜ 

講演 阿曽沼昭裕（名大）「アメリカの研究大学の社会的基盤一一大学院を中心に一一JJI 
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年月日場所 名称

報告および討論 久保田明子（広島大学原爆放射線医科学研究所）「広島大学原爆放射線医科学
研究所における資料整理J
江沢洋（学習院大学名誉教授）、伏見譲（総研大学術情報基盤センター）「伏見康
治コレクションの出版J
野元堀隆（国立極地研アーカイブ室）「南極雪上車のアーカイブズ活動」
松田慎三郎（東京工業大学）「核融合技術の発展－40MVAの負イオンビームの原
点、そのアーカイブス」
平田久子（筑波大学）「筑波大学プラズマ研究センター設立の経過」

その他のイベントパネル討論・「大学アーカイブズの課題とゆくえJ(12/3) 
パネラー：西山伸（京大文書館）、堀田慎一郎（名大文書資料室）、森本祥子（東大
文書館）、柳生修二（総研大）

2016-03-03 Soken葉 アーカイブズ研究会・協議会
山

テーマ 今後のアーカイブシステムDBについて
今後の総研大と各基盤研究機関におけるアーカイブ連携について

講演 及川昭文（総研大名誉教授）「ACISOKENDAIの機能についてJ

2016-08-02～03 KEK ・ 自然科学系アーカイブズ研究会

テーマ 「アーカイブズ資料の利用、活用j

講演 有賀暢迫（科博）『特別講演・国際的物理学者としての長岡半太郎一一国立科学博
物館の所蔵資料から長岡半太郎の資料について」
岡本拓司（東大）「招待講演：東京大学駒場博物館：自然科学系の資料と展示一
高、東大の資料についてJ

報告および討論 久保伸（NIFS）「核融合研究の歴史の研究J
高岩義信（KEK）「日本の高エネルギー物理学研究の初期段階の資料J
菊谷英司（KEK）「KEKの展示室の概要J
村上政隆（生理研）「生理学研究所の資料について」
柳生修ニ（総研大）「総研大のデータベースと運営J
田島俊之（NAOJ）「天文台関係者のオーラルヒストリー』

I 2016-12-07～08 NIFS 自然科学系アーカイブズ研究会

テーマ デジタルアーカイブの方向性
来年度の共同研究、研究会

講演 時実象一（東大）「デジタルアーカイブの発展』

報告および討論 研究発表と話題提供
五島敏芳（京都大学総合博物館）
沼田慎一郎（名古屋大学大学文書資料室）
松田慎三郎（東京工業大学）
有賀暢迫（国立科学博物館）
中村優子（高エネルギー加速器研究機構）
遠藤満子（核融合科学研究所）

その他のイベント 生理学研究所見学会：生理学研究所アーカイブ室見学

201'6-08-08～09 科惇＆ 自然科学系アーカイブズ研究会
'"l KEK 

テーマ 全体討論「横断的データベースのf構想、について」

講演 神保字嗣ほか（科博）「特別講演：生物多様性情報に関するデータベース整備の
現状と課題」
室谷智子氏（国立科学博物館理工学研究部）「守られた歴史地震資料と活用事
例J
飯図香穂里氏（総合研究大学院大学）「遺伝研資料の生物学史研究での利用J
高岩義信氏（高エネルギー加速器研究機構、国立科学博物館客員研究員）「自
然科学系アーカイブズ研究会の経緯について』
久保伸氏（核融合科学研究所）「核融合研アーカイブ室の最近の活動J
田島俊之氏（国立天文台）「すばる・TMT望遠鏡関連資料と広報活動』
神国啓史氏、南山泰之氏（国立極地研究所）「極地研が関わった展示活動の歴
史J
久保国 明子氏（広島大学原爆放射線医科学研究所）「物理学資料展示の経験か
'::>J 
飯島渉氏（青山学院大学文学部）「日本における、マラリア、日本住血吸虫、フィラ
リアの制圧をめぐる歴史資料のアーカイブ化の問題J
鎌図進氏（総合研究大学院大学、高エネルギー加速器研究機織）「大統合自然
史－研究機関展示施設を活用した大学院教養教育の試行j ' 

市村棲子氏（東京大学工学・情報理工学図書館）「図書室が実施する図書以外の i
モノの展示j
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Science Museum Net 

圃臨時i:f.硝噂圃圏直幽掴動繍』叶

～サイエンスミュージアムネットとは～

日本全国の自然史系博物館・研究機関が参加して作る

自然史標本情報の検索サイトです。

・ 自然史系博物館。大学。研究機関に保存されている

自然史標本情報が提供されています

・ 博物館の自然史系研究員。学芸員の情報が検索できます

e GBIF （地球規模生物多様性情報機構）にもデータが発信されます

WWW。science引針。kahakL1ago。jp



• S-Netは生物多様性情報の宝庫！
生物標本は、その生物がいつ・どこにいたかを示す証拠です。多数の標本情報が集積されると、個々の

種の分布や生育環境、 生物相などについて、さまざまな情報を得ることができます。日本全国の博物館・

施設の標本を最大限に生かせば、過去から現在の生物多様性情報全体を術聞できます。 S-Netでは、日本

の70以上の機関より提供していただいた約400万件の自然史情報を提供しています（2014年11月現在）。

• S-Netデータ提供館

80以上の機関よりデータを提供していただいています。

北海道
小樽市総合博物館、帯広百年記念館、 霧多布
湿原センタ一、釧路市立博物館、 美幌博物館、
北海道大学総合博物館、北海道大学総合博物
館分館水産科学館

東北 一一
青森市森林博物館、秋田祭立博物館、岩手県立
博物館、弘前大学、弘前大学白神自然環境研究
所、 福島大学、 山形県立博物館、山形大学附属
博物館、よねざわ昆虫館

や部
飯田市美術博物館、石川県立自然史資料館、
環療省自然環境局生物多様性センタ一、岐阜
県博物館、小松市立博物館、筑波大学菅平高
原実験センヲ一、十日町市立里山科学館「森
の学校Jキヨ口口、富山市科学博物館、豊田
市自然観察の森、笠橋市自然史博物館、長野
県環境保全研究所、名古屋大学博物館、日本
モンキーセンタ一、福井市自然史博物館、ふ
じのくに地球環境史ミユージアム

担国
倉敷市立自然史博物館、 芸北高原
の自然館、 島根県立三瓶自然館

警 嗣王責属、我孫子市高
の博物館、大磯町郷土資料館、
神奈川県立生命の星・地球博物
館、川崎市青少年科学館、群馬
県立自然史博物館、国立科学博
物館、海玉県立自然の博物館、
相模原市立博物館、千葉県立中
央博物館、 千葉県立中央博物館
分館海の博物館、筑波大学、
東京大学三崎臨海実験所、栃
木県立博物館、那須野が原博
物館、パルテノン多摩歴史ミユ
ージアム、平塚市博物館、真鶴
町立遠践貝類博物館、 ミユーシ、
アムパーク茨械県自然博物館、
山階鳥類研究所、横須賀市自然
・人文博物館

圃データの内容

生物標本のラベル情報を抽出したものです。これによって、いつどこで何が採れたかが分かります。

この情報を頼りにその標本の保管機関を調べて、標本自体を検討することができます。

・ 自然史標本の検索

S-Netトップ画面から検索できます。キーワー ドに学名 ・和名を入れて検索できますが、詳細1ページ

から検索すると、詳細な条件を指定できます。
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Skimmio)o田nk・Th"nbv・F＇＂・m・d 1964年11 兵庫県立入と
Komot>" lo~• ln<e，.，.，.山 尚日制 阜県 月田百 自伽編論

2 ~：；~；，~事：Jl;;，＂~；＂；；＇ iooon旧 日制l~県 般：＂ ：~持論
3 Sklmmlo Jo回nlc・了川崎帽FInt・m・出・ 日婁北海道利 1991年06 兵庫県立N::

Komo凶， ，.~・周囲n・加・i.. ;) ＂＇~ S:Blll'-利尻町 月，，日 目Z物 静物飽
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5 Sklmmi• ；.田nlc・ Th"nb 咽， ln••~•dlo 自本兵庫県姫 1991年03 兵庫県立入と
Kom"'" ro~. ~田川加，i..,)H・F・ 路市 月目目 白Z初旬開館
6 Skimmi・；.田円，，・Th"nbvu in ，. ~odi 1965年出 兵庫県立人と
h…；；，，；：.時間.CN：~，， ＂·~ ，，日本石川県 月23日 自糊iW偽
記Tヰ~，~.：：；＇~！！＇~：t-:.:,r~：：：・d凶 日本石川県 日：gra 言gii~，長
8 Ski m mi• ；.同nlc• The ob vu in＂~・di 1965写09 兵庫県立入と
出制凶cfu~・市陣内oCN：~1lH•~ ・日；友石川県 月20日 自民細＃禍幅

' ~：：：.m~·， ~，；：~！！＇~；i＂：~，i"~：；：·•＇・ 日本 石川県 南；Z曲 言賠語論
10 ~：：：，品位n;c~；！＇~；~N：~r~：：・＂＂ 日本石川県 臨re言g総長
11 Sldmml• ；.田n口 Th"nb 帽r In<・m・＂＂ 日本兵庫県三 1993年制 兵庫県立λ土
"°""''" e師、．何回＂＇（N・koi)Ho~ 田市 月19目 白書初旬相聞
12 Skimrni・h回nk・Thunb咽，.1n1Grmed1i1 日本兵庫県三 1993年09 員IS県立人と
Kom"'" ro~. ~同no (N'"') "'" 田市 月白日 目IMJ憎期間

13 ~ロ：tな＇~！！＇~； t..：.：，＼＂~：；：•dlo 日明阜県 知re昔鰐長品
川Skimmi’P田nicaThunb v;r int・rrnad1a 円必..，....，，，・ 坦伺年明 兵庫県立人主
Kom1tllu forma re岡田・・・・・・・・ 月31日 目伽？均
時凱immiojo同州四γh 埴 1990年四 兵庫県立入と…… 

近後

伊丹市昆虫館、 大阪市立自然史博物館、 大阪府営箕面
公園昆虫館、貝塚市立自然遊学館、橿原市昆虫館、き
しわだ自然資料館、京都大学瀬戸臨海実験所、滋賀県
立琵琶湖博物館、高械市立自然博物館、多賀町立博物
館、西宮市貝類館、姫路科学館、兵庫県立人と自然の
博物館、 三重県総合博物館、 三重大学水産実験所、和
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世界の生物多格性に関する自然史標本情報を検索することが

→ 開 ページヘ 会G！~！ 今 G日IF日本7
－＝＝ョ・E 里国

叶愛媛県総合科学博物館、面河山岳博物、σ 館、黒潮生物研究所、 高知県立牧野植
物園、徳島県立博物館
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生物多織閉宵報発信用のツール lお知らせ
・デ一世変1量ツールゲウンロード （ ［• ］をウ＇）ッヲしてください． ） 2015 12 16 1月25日（月）に第26回自

｜三iiヨEフ哲！？揺i一刷g~聞~~】2岬一~：£豆Z誕t • l 百出四 I• ] 

する研究会が開催されま
覧下さい。［案内］

I ~形df問式［ ＊ ］ 権］ 2015 11 25 12月12日に21世紀の生
プ（通算第10回）「生物
を考える」が開催されま
ス合ーをご覧下さい。［ポ・自然史研究のための地名辞書

2015 10 05 GB!F本卸からのアンケ
地名辞書のサイトが聞かれます 皆織のごt畠力をお願いし

は『GB!Fからの～お願い
沿岸地名についての地名目字書はこちら [ GB!Fからのアンケート

ご協力のお願
・レ！ノドリスト福田検索データ付加サービス [ G日IFアンケート（Wo'd
図版・地方版のROB褐殿植の自下動さ判い定．（"J-Jし 2015 10 05 8!'l31日（月）に第25目標［下館ファイルをうfウンロード新新して）) 0 E • c el形式約3～6MB）】
植昆物虫版版（2015/05ノ15更更 究会が開催されました。
(201 5/05/ 1 5 に縄厳しましたのでご覧

ニニそi7の1レ他（pのdf動形物式版約（~~~（~~15更新） ［プログラム］／［資料1]［マ ob al皆川電必要です］
2015 8 20 8月31日（月）に第25目標－マニュアル

究会が開催されます。

九州

鹿児島大学総合研究博物館、北九州市立自然史・歴史博物
館、九州大学総合研究博物館、熊本市立熊本博物館、佐賀
県立宇宙科学館、宮崎県総合博物館

主主縄
沖縄県立博物館・美術館、琉球大学博物館

線型創平II宜 ー，15if.1ヰm＂ ＇°件 ，， 叩，~－・ 2曲件
般家培泉袋景掴定 項目問機m • ANOli僚 の0問実:r:>

ソート ・ t;Jし ＂ ＂＂名 P 河鎌田円 の 切初~

一一堅一_J..！！竺笠>EJ

・検索結果のダウンロードと利用

データは検索結果下の！DOWNLOAD！ボタンにより CSVファイルでダウンロードできます。ダウンロー ド

したファイルはExcelなどの表計算ソフトを使って解析・ 集計できる他、QGISなどの地図ソフトを｛克って、

より詳細な分布地図を作成することができます。

圃 S-Netデータの分類別割合

[2013年度までの 3,628,898件の内訳］

(2014年 11月現在）標本デー タの作成に役 立 つツールを公開 しています

（登録なしでお使いいただけます）。

・ データ事前整形ツール

fl:二！？？を都道府県、 r!TIHJ村、詳細、などに切り分けたり、英語化
したりできます。

【利用例】

＊標本調査研究。どの博物館にどんな標本があるかを、開物館に行く前に見当をつけられます。

女研究材料の採取。採集地点の決定に、過去の分布情報が参考になります。

責特定の県や場所の生物相リ スト作成。例えば県名で検索すれば、 当該県外の機関で保管された
標本の情報も活用できます。

＊分布地図作成。新＇（；度経度が人っているデータについては、SNetの検索結果ドの ｜分布表ボ ｜

ボタンで分布が表示されます。

・菌類にはt也衣類・変形菌も含む

・節足動物の約85%が昆虫標本

・その他には、他の分類詳の標本

情報 （132,317件）を含む。・地名辞書サイト

Google 地｜火！とリンクし クリック地点の純度経度や最寄のM9rを
表ぶできます。 草草苔類75,692

藻類59,197

菌類134,998

． ． 
S-Netの便利な点 ＝各館からのコメント＝

「自館でサー／〈ーを持たなくてちデータを公開できる。J

「教育・普及のための材料として使える。J

「当該種の分布記録のチェック・インペントリー調査の資料として使える。j

fニツチモデリンク、なと‘生態的研究の基礎資料として利用できる。J

「社会的課題の解決にち使えそうである。J

． レッドリスト種の検索 ・データ付加サービス
（レッドデータチェッ力一）

エクセルのマクロで、Ni物、昆虫、その他の動物に分かれています0
.fllf1榊！と採集県をチェック表にlli1iり付けると、 E接続省 .~；！；レベ
ルで、レッドデータのl1)1ll¥G純かどうかを判定します。

圃データの利用規程 B 引用方法

http:/ ls仁ien仁e-net.kaha ku .go.j p/sabout.htm I、または、S-Netトップ画面

http:// science－「iet.kahaku.go.jp／の 画面左下 「このへージについて」を

クリックした先をご覧 ください

＊ デ タ変換メインツ ルは、S-NetLこデタを提供する際にかけるツ ルです． 



・・・園田鹿盟園田曹司

データ提供について
S-Netにデータを提供すると

サーバーの維持管理の手間なしにデータを公開できる

埋もれがちな地域の財産を多くの方に活用していただくための情報発信となる

館内で管理している収蔵資料のデータベースを簡単な手順で閲覧できる

などの声をいただいています。また、将来的に

自館の標本の閲覧、貸出依頼など活用事例が増えるこ今館の実績として示せる

標本検討の機会が増えることから、標本資料がブラッシュアップρされる

データを提供するには－

スケジュール概略（年度途中からのご参加も受付いたします）

5月 今年度のデータ提供可能件数を各館に問い合わせ （提供可能数アンケート）

6月 提供可能数アンケ一卜の集計、提供数調整 ・決定、各館に件数をメールで連絡

7月 各館より書式に従って同意書、見積書をいただく
必要に応じて見積依頼書、仕様書、 契約書作成 ・送付

8-12月 データの作成方法、 書類手続き、ツールの使い方などについて、お問い合わせ受付 （随時）

1月 件数確認他

2月 年内支払のための支払い書類の〆切日ご連絡

3月 完成データの受け取り、書類郵送、支払い手続き

4-5月 S-Netにデータを掲載。その後、 GBIFにも掲載

対象となるデータ

地学・岩石 ・化石などを除く、現生の生物標本（哨乳類、鳥類、魚類、菌類、植物、 昆虫、軟体動物、
甲殻類、その他の分類群）の標本ラベルのデータを対象とします。

標本の所有権

データ提供後も、データ提供館にあります。

提供データの内容

県名追加などをお願いすることはありますが、内容を強制することはありません。どの学名を採用す
るか、絶滅危恨種の地名をどこまで公開するかについても、提供館の方にお任せしています。学名辞
書のこ、紹介は随時行っています。絶滅危倶種の採集地名については、掲載前に当方でチェックを行い、 提
供館の方の再チェックをいただいてから掲載いたします。

提供データの必須項目
そのコレクションの中で重複しない標本番号、科名 （ラテン語）、学名 （ラテン語）です。
また、データ提供時に、機関Ii洛号、 コレクション記号が必要になります。機関略号については、他機
関との重複を避けるため、事前にご相談させてください。

提供データの形式
検索サイトに掲載する必要土、同一形式に揃っている必要があります。
S-Netでは、現在、世界的な標準になりつつあるダーウインコア形式に沿った形式で、データを提供し
ていただいています。エクセル等で作成したcsv（カンマ区切り形式）ファイルを、変換メインツール
(S-Netサイトよりダウンロード可）にかけていただくことで、ダーウインコア形式に変換できます。
GBIF(Global Biodiversity Information Facility ：地球規模生物多様性情報機構）も、この形式を採用して
いるため、同じデータがGBIFへも発信されます。

その他

詳細につきましては、 下記S-Net担当までお問い合わせください

サイエンスミュージアムネット問い合わせ先（国立科学博物館植物研究部）

干305-0005茨城県つくば市天久保4-1-1Tel : 029-853-8277 / 8278 E-mail: s-net_info@kahaku.go.jp 
2016年8月
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生物多様性情報の必要性 ~堅 GBIFとは何かっ

ひとつひとつの棟本構報
芯どの過去からの積み量

ねが基本と芯ります．

外来生物の侵入リスク凶
債にla:世界中の情報を
集積し、環境情報との関

連性を解がすることが必

要と怒りますe

・マダガスカルの海洋保
自区に閉する研究は以下

の践文からの引用です．
Allnutt TF et al 

<2012) Comparison 

of Marine Spatial 

Planning Methods 1n 

l・Aadagascar 

Demonstrates Value 

of AltP.rnative 

Aooroa01es PLoS 

ONE' 7(2J E<28969 

GBIF （地球規模生物多様性情報機構）はインターネットを介して、世界の

生物多様性情報を共有し、誰でも自由に利用できる仕組みをつくっています。
生物は決してZ種だけで生きているのではありません。多様芯生物が互いに

関わりあって生態系を構成しています。このような関係性を総称して「生物

多様性」といいます。生物多様性は、地球上で人間の命を支える基盤であ

り、私たちの生活に欠かせません。例えば、食料、衣服、薬や建築資材といっ

た直接的な利用をはじめ、微生物が生産する酵素や有用物質芯ど。しかし、

その基盤が過剰な人間活動によって揺らいでいます。将来にわたって、生物

多様性による恵みを享受するには、その仕組みをよく知り、保全しなければ

いけません。そのために、最も基本となる情報が「生物多様性情報」です。

ひとつひとつの生物の分布情報を積み重ねてゆくことで、見え

てくるものがあります。左の図は、告地の博物館の標本情報な

どをもとにして、日本に固有の維管束植物の分布情報を地図

化したものです。色が赤いほど多数の種が分布します。日本で

の固有種の絶滅は、地球上かうのその種の絶滅に結びつくた

め、固有種の多い場所は重要芯地域といえます。左の図で、赤

い色の地域は、多くが既に国立－固定公園に指定さ杓ています

が、該当し芯い場所や、都市近郊で人間活動の影響を受けや

すい場所もあります。このように、生物多様性情報が蓄積する

ことで、保全対策を戦略的に展開することができます。「どこ

に、どんな生物がどれくらいいるのかjという基礎的な情報は

学術的な研究だけでなく、生態系の保全にも欠かすことがで

きないものなのです。

・生物多様性情報の蓄積によって見えてくるもの

維管束植物のうち、世界で日本だけに分布する種

（固有種）の数を10キロメートル四万ごとに示

し、それを色の濃さで表したもの。赤に近いほどほ
ど維管束植物の固有種が多い （ホットスポット）。

加琢~1＠海老原淳（20 1 l) 日本の固有植物（国
立科学1導物館叢書11) 東海大学出版会

201 5年9月現在

• GBIFのビジ‘ョン
科学、社会及び持続可能な未来のために、生物
多様性情報が全域で自由に利用可能芯世界の
実現を目指 します。

• GBIFの使命
生物多様性情報を提供する世界随一の情報発
信源となり、 環境と人類の福祉に役立つスマー
トソリユーションを提供する事を目指します。

左図） GBIFでこれまで集積した生物多様性情報
の分布を示したi也図。白い点が多い場所
ほどデータfilが多いことを示します。

圃 GBIFの組織構成について
l OECDホのメガサイ工ンスフォーラム （1998年）の勧告を

経て、 2001年に発足した国際プロジェクトです。

2研究や政策決定芯どの目的に使用する生物多様性情報基
盤を整備し、 生物多様性情報の集積と提供、情報集積解
析ツールの開発、生物多様性情報に関わる活動の支媛と
能力開発を行っています。

3. 94の参加団体（37正規参加団体 16準参加団体 39その他の

参加団体2連携団体 .2015年現在、GBIF年報2014より）。固

または公共機関は覚書締結によって参加団体と芯ります。

4 事務局はデンマ クのコペン｝＿＼てゲン （コペン八一
ゲン大学）におかれています。

5 正規参加団体からの拠出金に、より運営さむていま
す。日本では環境雀が窓口になるて拠出金を～匂士

います。 I 

6 現在保有する総レコード（資枠サ観察データ）最！は
約5.7億です （2015年9月現在｝。 I 

ア 最初は穫や標本レベルのテ、子タを芋司~ Iこ整備
し、 将来は遺伝子や生態系レJルのアータにまで
リンクしていきます。

GBIFボータJI!の機能

・環境政策の意思決定に生物多様性情報が役立ちます

各地の標本や調査ー観察データなどを集めて、生物多様性の I A 

現状を評価する試みが世界各地で行われています。集められ

たデータをもとに、情報を解析することで様々なことが分かつ

てきました。例えば、種分化のメカニズムや絶滅確率の推定と

いった基礎研究だけでなく、多様性が高い地域の景観特性、気

候変動による生物への影響、外来生物の侵入リスク評価など

にも活用されています。最近では、効率的な保護区の設定と

いった環境政策の意志決定にも利用されています （右図）。

世界中の生物多様性データが統合されると便利だと思いませ

んか。GBIFは、世界中の生物多様性情報を集積共有し、自然

科学だけでなく、社会科学や持続可能芯社会づくりに役立た

τurdus pBans Lonnaeus. 1758 

せるための基盤づくりを行っています。
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マタ力スカルにおける保誕地域の設定では、 GBIFに
音色めされた多数の生物多怜性的報が手ljffjさ杓まし

た。 左の図lま魚の種の多係性を示したデータ。有の図
l<Jj世定アルゴリズムによコて示した多様性11白作）

Turdus merula Lonnaeus. 1758 

OCCURRENCESをクリックして全件
検索する際には、 右ページの右上 吋’
“Add a filter”をクリックしてあらわれ Caro bl師凶川le1802 
るプルダウン・メニューの項目（種名、
場所、 機関コード芯ど） によって絞り
込みを行います。 lctcnus pu山 lotus(Wag附 1829)

Ncoram1a Forster a帆打lton1973 

以下のそれぞれの数字項目をクリック
して検索できます。

全件（OCCURRENCES)

種名（SPECIES)

ーデータセット（DATASETS)

データ提供機関
(DATA PUBLISHERS) 

（データは2015年9月現在）

寸．い

、久 't'l~tfll n !Hit 
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GBIFのプログラムは多厳

にわたります．この状況を
簡便に解説するために、
騒々 なパンフレッ卜や夕、y

ズ等が作成されています。
これうの情報l晶、 GBIF 

サイトのResourc巴Eで

公開されています．

回蹴品目
U ·~•品｝司君
~.：.z•町'lb:ヨ

ー
田幸訟罰則

http:/ /www.gbif.org/ 
resources/summa叩

•QECD：経済協力開発縫綱

覚書（MOU）を交わす

ことで各国や俊関の参

加が認められます。

MO Uの内容はホーム

ページに公開されてい
ます。

『時居
間~~
http://wv.附 gbif.org/

GBI Fポータルへは．こ

ちらのリンクをどうぞ。

スマートフォンでも情報
を閲覧することができ
ます。

GBI Fの果たす役割は以

下の俗文で強調されてい

ます

Guralnick. R. P et al 

(2007). Towards a 

collaborative. global 

infrastructure for 

biodiversity assess-

ment Ecology 

Letters. 10 663-6 72 



活動の地域化を促進するF竺GBI Fが提供するデータた
一一 多数の参加団体の機能を最大化するため、 GBIFは活動の地域化にGBIFで維持されているデータは自然史標本データおよび観察データを中心lこして

GBIF Strategic Plan 

2012 2016 

5年ごとに期間を区切っ
て戦略目標をとりまと
め、事業の計画が立てら
れています。

5年ごとに戦略を立て、作業プログラムが立案されています。

1.デジタルコンテンツの充実

デ タの信頼性向上に努めるとともに、まだデジタル化されてい広いデータの電子化を推進し、 新しい生物多様性情報データを発

信します。未来を見据えて、豊富な生物多様性が発見される可能性があるゲノム情報や生態情報へのアクセスも墜備していきます。

取り組んでいます。

eGBIFの戦略（2012-2016)

おり、そのデータ収集は世界各地からの貢献に基づいています。

現在では、 GBIFデータポー タルにおいて、およそ5.7億以上の情報が集積され

ています（2015年9月現在） 。このデータ内訳は、毎年発刊される“Annual

Report”やホームペ ー ジ にて紹介されています。分類群己とのデー タ集計や

国別の集計、論文での引 用状況が分析され、課題のあるテーマや将来的に充

実させるべきター ゲットを定めて、デー タ整備の方向性が計画されています。
2.情報基盤の強化
GBIFは生物多様性情報の第一のグロー｝＼ルリソースです。その中級を忽すインフラ（IT基盤、データ標準化、プロトコル、ツール） に

ついては筏術革新を継続していきます。種・ゲノム生態の分野をまたぐ、シームレスなデータアクセス、統合、分析、可視化、利用を

推進します。

ミ－包＝＝

3. GBIFコミュニティ聞の関係強化E三Eヨ
世界規模のGBIFコミュニティの連燦強化、参加国（団体）の連携と能力の向上、新しい参加国（団体）の拡大、戦略パートナーの開

拓、関係団体とコミュニティからの正確是正ニーズ分析により、新た1;J.生物多様性情報イニシアチブを築いていきます。

＊本ページのデータはGBIF2014年報に依っています。

e GBIFデータの利用状況
引用数

400 

地域ごとに地域小委員会が設けられ、地域ごとの活動が重要視ざれています。

参加国団体の増加に伴い、GBIFは全

世界を6つの地域に分け、告1也i或での

活動の活発化に取り組んでいます。

・生物界・データタイプごとのレコード数

ョ－~~A「muafReport （年報）
には、新たに追加された
データセットやGBIF 
データが活用された学
術研究、政策への適用
事例が紹介されていま
す。

｜ ノード運営グループ ｜ 

竺竺ヨ一一一一 ｜ 

・地域に基づく活動

ノード
委員会

GBIFを議論している

GBIFデータを利用しているI 
300 

200 

100 ノ

観察情報

• ASEAN Centre for 
Biodiversity 
．嵐Int巴rnational

C巴ntrefor 

Integrated Mountain 

Development 

アジア地域では、過去6回の会合を通じて、地域戦

略を立案し、技術協力や共有、相Eの連携を深める
とと芯どが合意されました。

第5回アジア会合（日本で開催）
には積園、インド、台湾、フィリピ
ン、インドネシア‘中国科学院‘
ACB、GBIF事務局が参加しまし
た。この会議でB本がアジア代表
に‘ 台湾がアジアIi~代表に選出さ
れました。

I ¥._LI掴 品I ~ 
r...-－~ ！：；：＂・l－～ IJ. ~~＞－ 号~"!Jrさ組

口.. －町一戸遺品1

・ 現在のアジア地域のメンバー

正式参加国 韓国

準参加団体 インドインドネシア台湾 中国科学院日本

パキスタンフィリピン ACB・ICIMOO**
正式参加国（VotingParticip臼「it）には拠出金の出資が求められ

ており、毎年開催される理事会での役票権が認められます。準参

加団体（Associate Participant）は、拠出金の出資が求められ

ない国あるいは組織です。

2014 

GBIFのデ タを利用した論文が急増していま

す。特に、地球規模での生物多様性研究への引

用によって、その存在感が増しています。

2013 2012 2011 2010 2009 2008 

アジア地域の戦略
アジア地域では2012年6月、はじめて戦略が作成されました。各国は、 この戦略に従った作業プログラムを立案し、

実施していきます。日本は、アジアの芯かでリーダ シッブを発揮することが期待さ杓ています。

2014年までの掲載数

20 

；主1
I PT: Integrated Pub-

fishing Toolkitの略称で

あり‘簡便芯操作によっ
て既存のデータをGBIF
に登録することができる
無償のソフトウエアで
官。

l GBIF その周辺についての情報を共有し、デ タ保持者のネットワークを構築する

2 データペパの評価を確立し、 デタペ パーによる出版を推進する

3 これまでに蓄積されている既存データを各国が公開するための枠組みづくりを推進する

4 データの標準フオ マット(DarwinCore形式）や IPT’主1によるデータ公開を推進し、ヘルプデスク機能を強化する

15 

10 

・地域ごと・国ごとにみたデータ提供の状況
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分布情報には、目撃 による観察情報と、証拠がある

標本情報があります。このなかでも最 も多いのが、

鳥類の観察情報です。

市民科学者やボランティ
アによる野鳥観察の情
報が各地のネットワーク
を通じて集積されて‘
GBIFに提供されていま
す。

200 

ドミ 150 
阻

担
割
）
鋭
hm
l
h

~ GBIF参加国別の分布データ数

現在は資料デー夕、観察データともに欧米が多く、アジアがら提供されているデータは全 データの約

3%に過ぎません。生物多様性に富んだアジア地域かうのデータ提供が求められています。

全レコードの提供者別内訳

日本I＜＞情報復供数が16

位で冒が‘その大半が、
標本に基づいた益鎚付
きのデータですJ この点
l<i国内外で高〈訴f面され
ています。

診， 

GBIF参加国機関。緑は正規参加団体で、拠出金を支払

い、 GBIFの怠思決定に関わる段票権を符ちますaオレン

ジは拠出金か忽く、没守！ ~在が/;J.い準参加国および団体p 主主

は参加，＇H.$不備｜長！？シアの正規参加国は聖書医jだけです

常設
委員会

参加国による葱思決定の湯として理事会があり、 その執行には執行委員

会があたりますu実際的は活動iill怠の組織として事務局がおかれていま
音また、執行委員会の下！こは分野別に委員会か品けられていま宮 参加

［王lのi自加｜こ伴い、現在、組織の己主変が議諭されています
［ル竺~~：~程極竺三六るデータの収集が求め§れて7し峨賞。
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・s-Netとはサイ工ンス

ミユージアムネットの略

称です。詳しくは下記の

本文および最後のページ

を参照ください。

回·~回

目L眠掛

S-NetのQRコードはこ

ちらをと利用下さい。

右写真

2012年3月には兵/1ll
県立大学針釘科学セン

ターにて必習を開催し．

分布情報をもとづいた生

息地の縫定や気候変動へ

の応答シミュレーシヨン

につレて実習しました。

日本ノードの活動 ，ミ広がる圏内ネットワーク
司．．．． ，， 

70以上の機関が参加するサイエンスミユージ‘アムネットや、各種プ口ジ‘工クト

によるネットワークにより、日本からの情報発信の輪が広がっています。
450万件のデー夕、 307のデータセットが、主｜こ2つの機関から世界に提供されて

います。

日本でのGBIF！こ関する活動は、日本ノード、運宮委員会によっ

て運嘗されており、主に文部科学省ナショナルバイオリソース

ブロジ、工ク卜（NB円P)Iこよって支えられています。日本からは

国立遺伝学研究所および国立科学博物館か5GBIFにデータ

が提供されています。国立科学博物館では全国の博物館から

標本情報の提供を受け、GBIFおよびS-Net＊を通じて国内外

に発信しています。国立遺伝学研究所では、東京大学伊藤元己

教授の研究室と協力し、大学や告種研究機関－ブロジ‘工ク卜研

究の成果印刷物などに公表されている既存の生物多様性情

報を整備することで、 GBIFIこ情報を公開しています。第3期が

開始された2012年からは、日本ノードにおいても戦略目標を

定め、データ整備や連携体制の整備が進められています。

~:l；.，｛~i.1~蓮田事~ヨ靖1

｜臨ツトワるBIF -1 盟国
北海道 小梅市総合｜時物館、帝広百年配念館、釧路市立1理物館、美幌i曙物館、 北海道大学、北海道大学総合1理物館
東 北 秋田県立l理物館、岩手県立憎物館、弘前大学位学生命科学部．福島大学、 山形大学憎物館、よねざわ毘虫

館、陸前高田市立問物館

関東 厚木市郷土資料館、我孫子市店の憎物館、大殿町郷土資料館、神奈川県立生命のfil・ 地法憎物館、 かわさ
き宙と録の科学館、 環涜省生物多磁性センター‘群馬県立自然史静物館．国立科学問物館、国立環涜研究

所、勾玉県立自然の1理物館、相倶原市立i理物館、首都大学東京、森林総合研究所、森林総合研究所多摩森
林科学図、製昂肝価筏術基盤機構‘千葉県立中央1理物館．筑渡大学、東京大学、東京大学三崎臨海実験
所、東京民業大学、栃木県立1理物館．那須野が原1呼物館、山第環境筏術研究所、 政策生物資額研究所、 パ
ルテノン多摩‘平康市i理物館、口鶴町立還醸貝類l司物館、 ミユージアムパーク茨縫県自然静物館、 山階鳥
類研究所、繊須賀市自然人文憎物館、理化学研究所

中 部 飯田市美術｜曹物館．石川県立自然史資料館、阪阜県憎物館‘ 小松市立憎物館、十日町市立里山科学館 「森

の学佼」キョロロ.w山市科学問物館、盟国市自然観照の森、 盟4島市自然史憎物館、長岡市立憎物館、長
野県環償保全研究所、名古屋大学静物館、梱井市自然史1申物館、 ふじのくに地獄環i毘史ミユージアム、三
重県総合同物館、 三盛大学

近 畿 伊丹市昆虫館、大阪市立自然史｜噂物館、大阪府営箕面公園昆虫館、大阪府立大学、貝憲市立自然遊学館、

掴原市昆虫館‘きしわだ自然資料館．京都大学、京都大学瀬戸臨海実験所、京都大学総合憎物館、滋賀県

立昆琶湖憎物館、多賀町立憎物館、高槻市立自然1理物館、西宮市民類館、姫路科学館、兵庫県立人と自然
の1司物館‘ 和歌山県立自然1理物館

中 国 倉般市立自然史1申物館．芸北高原の自然館、島仮眠立三店自然館、 山口大学

四国 史媛県総合科学問物館、霊綴大学．函河山岳1時物館、照潮生物研究財団、高知県立牧野組物園、徳島県立
1碍物館

九州 鹿児島大学、鹿児島大学総合研究情物館．北九州市立自然史・歴史1理物館． 九州大学、九州大学総合研究
1呼物館、 rm本市立Ii~本1博物館、佐賀県立宇宙科学館、宮崎県総合情物館

疏球 沖縄県立憎物館美術館‘疏球大学、硫球大学資料館

ー言2・m・.－：：：：：・匪τヨ・ヨ「－忌週•il'f
十勝地方を中心と宮る北海道東部の維管束
植物コレクシヨンのデータを公開。植物標本
棚のm備も進めているところです．
f小規模の地方樽物館でId:.データベースの禍
祭や公開を単独で実施する事が図厳怠耳語、埋も
れがちな地授の財産を多くの方に活用していた
だくための情瀕発信に活用しています。J

~ 
・日本ノードの戦略
生物多様性情報の重要性に対する認知度を向上させる。

2 生物多様性情報に関する博物館施設の機能を向上させる。

3. 一般から行政まで幅広く生物多様性情報の重要性を訴える。

4. 日本ノ ドのブレゼンスを向上する。

5. 関連プロジェク卜との連携を模索する。

6. アジア地域での共同的活動においてリーダーシッブを発揮する。

・地域の博物館・研究機関かうの情報を統合・発信するS-Net

• c e略 ”“噂・－－・陶旬，m • • ,.-_. :I II 
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S-Netは、サイエンスミユージアムネットの略称で、国立科学博物館

が運宮する自然史系博物館や科学館に関する情報ポータルサイトで

す。国内の博物館・研究機関71機闘が提供する自然史標本情報の

検索ができる（362万件 2015年9月現在）ほか、 告館イベン卜や

ホームページ内のコンテンツ、研究員学芸員を検索できます （501

名.2015年9月現在） 。

園内のより多くの博物館や研究機関によるデータ公開を進めるた

めに、毎年ワークショッブを開催して意見交流するほか、 Np O法人

西日本自然史系博物館ネッ トワ クなどの博物館連携を通じた情

報集約やヘルプデスク対応を進めています。

URL: http://science-net.kahaku.go.jp/ 

三fi.t'l＇.＜唱it~J.::.R.faTi'f
北部九州を中心とした動植物標本、及び当館
に寄贈いただいた大型コレクション（三宅貞
祥甲殻類コレクション芯ど）のデータ。

「当E車種の分布記録のチェックなどに利用して
います.J 

ぷi同』m~吾輩軍司軍事m.~削減濡
植物、動物/J＇う菌類に至るまで．神奈川県内在中心と
する告地の標本および画像データを提供していま宮．
特に魚額函館と植物銀本のデータは充実しています。

m録データを手軽に検索できるので．細々な
生物のインベントリー網査の基礎資料として．
有用芯ツールに怠ると思いますuJ 

日本ノードでは、生物多様性情報の提供者を対象とした講習会や実

習を開催しています。講習会は、国立科学博物館およびNPO 法人

西日本自然史系博物館ネットワークが担当し、生物多様性情報に関

するデータ提供者への技術講習やデータの高度利用やシミュレー

ションといった高度な解析技法の実習芯どを行っています。年に数

回は、全国の博物館関係者が集まり、GBIFに関する意見交換や交

流が図られています。

・国立遺伝学研究所経由
・国立科学博物館経由

・国立環境研究所経由

・講習を通じて生物多様性情報の発信力と活用力を高める
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ポータルサイトのご案内

国立遺伝学研究所に設置されているホームペー

ジであり、 日本のGBIFノードに関する公式ポー

タルサイトです。このサイトからは、生物多様性

情報に関するイベント情報やGBIFの発行する

ガイドブック・マニュアル（一部和訳あり）－

GB  IF広報誌のGbits （日本語版）もダウン

ロードできます。

このペ ジの主な機能は以下のとおりです。

生物多様性情報の検索（日本語）

GB IFのデータ形式とデータ登録法の解説

研究やイベン卜の最新情報

GB IF発行文書 （ガイドマニュアル）の掲載

広報誌Gbits日本語版の掲載

告種有用サイトへのリンク集

イペント由錫 。司自民r ＂＇＇、ー，，
。二且4二三ユ

.:(11le 12;;1 ~ヨ 樋＇ヲてご ＿：：＿ 'l_ ~－ ...’＇..！： u ‘~ムヱ~哩＂－＇－歪」度当量 三日 。必日＂－~ -.，内・a

、
http://science-net.kahaku.go.jp/ 

ポータルサイトのご案内

国立科学博物館lこ設置されているホームページ

で、国内の自然史系の博物館や科学館に関する

情報検索ができます。日本全国の博物館や研究

機聞かう登録された自然史標本データ（同じデー

タセットをGBIFにも公開）の日本語検索や博

物館の学芸員研究員の検索ができます。また、

データ整備に関する各種ツールの提供も行って

います。

このペ ジの主な機能は以下のとおりです。

自然史標本情報検索

学芸員研究員の検索

地名辞書、レッドリスト検索ツールの提供

GB IF公開用データ事前整形ツール等の提供

＝‘~1~11~l’s ，.，町ヲ呼ぬ 停，帽 判 t、1 ，、，． 。も私、 _-,, q・a

~ 

羽目町巴~＂ヨ ~肥r守骨司、作時円、門司的、＂，、 。.・..dl~ 
示HJ!l'IOA21ヨ l!:E.IニユLl之＝乙＂－＇詰 1為包斗民主ムミ1=ミ広ム；：.：.ムムAニ」．ー

,. 
S-Net 

サイエンスミユージ‘アムネット

喜 三時 いイ工ンスミユージアムわト .. .，...＞.ロ

自然史様本情報検索 f研究員学芸員検索

ー’ Etl•JU~ －’W淘 ー →：習俗
金E初＇＂＂＂＇系 悔旬胞が所有V 全国の何鈎館事事に閉店する研究
る笠精霊＂霊匁 に閉する＇＂伝情柑 員。竿委員..皇宗するζとができF
を峨索することがでぎます ます
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6月＞8l二鏡＂白穆＂＇＇削9<1)~1~に閉す
る研究会が間f遣さnました 当日の前科
のー底油＇ IJ了からご覧にら内ます
1－ロ吋＇・ I' I桶eいI"iii I I 
I ;;11 I J 煽1い！
を0・のレ川.，，，ト栂の検事旨デ タ円・7ーヒヌ（偽均1§）を更務しました｛崎S
山市県波町を反映j

。月2日（月比犠日目＂＂＇＇司令軒3聞きに関
する研究会合、開催＜nます．ロ抱＂＂＇£
家円をご宣下さい l京円］
1982年〈昭lflH忽J"ti;!li＜＇れた『日本 ，S

. -
園白”ゆ色；，司 7,r1t•JI直言；n m

··~·• ＇·円 lI 0司•V>•nます

¥.. 

/'::. JBIF 
- - D 

Cd内!I 1Vt'"'£1旬、lmn.iltvnト出:i'I> N 
ナンヨナルハイオリソースブロジェヲト

.a::n!魚ト 園環境省 サイエンスミュージアムヰ yト

p GBIF日本ノードについてのお問い合わせは
干305-0005 茨城県つくば市天久保4-1-l 

国立科学博物館植物研究部

細矢 剛 （日本ノー ド、マネージ‘ヤー）

hosoya@Iくahakugo JP 
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自然科学系アーカイブス研究会「展示活動とアーカイブズ」

大統合自然史：

研究機関展示施設を活用した

大学院教養教育の試行

鎌田進（総研大IKEK) I七田麻美子（総研大）

2017年8月9日

r大統合自然史』とは

『宇宙開聞以来、 人類を含む全自然界で

生起した森羅万象を、歴史として認識・

理解すること』に挑戦する総合教育科目

大学院課程の



総研大とは
基盤機関に所属する研究者が教育を担う、研究者養成教育に特化した大学院大学

。 困問去人総合研究大学院大学 大学共同利用機関マップ

．平成29年度教育研究組織
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第3期中期目標における関連記述

（前文）大学の基本的な目標
総合研究大学院大学は、大学共同利用機関法人人間文化研究機構、
大学共同利用機関法人自然科学研究機構、大学共同利用機関法人高エ
ネルギー加速器研究機構、大学共同利用機関法人情報・システム研究
機構、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構に設置されている各分
野で我が国を代表する研究所その他の機関を基盤機関とする、博士課
程のみの研究大学院大学である。
教育については、基盤機関が有する優れた人的・物的環境を活用し
、国際的にも最先端の研究現場で博士課程教育を直接実施するという
特性を活かし、高い専門性と広い視野並びに国際的通用性を兼備して
、新しい課題を発掘して解決できる独創的な博士研究者を育成する。
博士前期課程相当における総合教養教育及び専門基礎教育を、全学
横断的に整備することにより、新しい学術分野の開拓や自然と調和の
とれた科学あるいは人と社会のための科学の発展に必要となる視野の
広さを育成する。
専門教育については、量・質両面において潤沢な教員団を活かし、
各専攻が提供する教育課程を基本としつつ、新たな分野横断的学問分
野や、学生の柔軟なキャリアパスに対応するカスタムメイド教育プロ
グラムを提供することにより、新しい科学と文化を創造し、時代と社
会の要請に応える研究を担うことのできる博士研究者を育成する。

• • J. －ー ーーーーーー ーーーー ・・ー ・・・・・ ・ 一一ーー ・ ． ．． ー・・

I大学の教育研究等の質の向上に関する目標

1 教育に関する目標

( 1 ）教育内容及び教育の成果等に関する目標
基盤機関の優れた人的 ・研究的環境を活用し、研究現場で博士課程
教育を行う特性を活かすことにより、新しい課題を発掘し解決できる
独創的研究者を育成する。

第3期中期計画における関連記述

大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべ
き措置
1 教育に関する目標を達成するための措置

一一一一一一一一一ー 一一一一一
( 1 ）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置
高度の専門性及び広い視野を備えた研究者を育成するため、次に掲げ
る措置を講ずる。

一一一一一一一一 一一一一一咽
⑧ 自立した研究者として、自らの研究の学問的及び社会的位置付けを
備敵するための総合教育プ日夕、フムを平成28年度に検討、平成29年
居~＆式行実施の上鐘築し、全学的に実施する。

一一一



教育目的設定：

今の時代の

研究者自立に向けて求められる資質酒養

1 .今の時代の専門分野の位置付認識

→ 確実な座標系、他分野との相互関係

2.今の時代の社会との接点自覚

→ 有用性、興昧、社会的課題把握、

価値観・世界観の形成、哲学形成

科目の基本性格設定

l .幅広い分野で構成される全学向け一般教養科目とする

← 研究科や専攻レベルでの一般教養科目が存在

2.個別専門分野のリテラシー教育を目指さない

→ とは言え共通認識に向けた一定の基礎が必要

3.価値観形成に関わる部分で、受講者の主体性を最重視

4.科目構成についてオープンな性格を保持

←同様の先行企画『BigHistory』との差別化
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具体的な教育方法について

ゃ共通認識に向けた一定の基礎を探る工夫・努力

J様々な教育工学的アプローチ

月

9月

9月

→ 課題図書、レポート課題、講義、見学、議論、 （実験、演習）

→ 先輩研究者としての（専門外）教員の参加、

J研究現場に触れ、研究道具・方法、傾ける努力等、揚め手から理解

→ 展示施設、実験装置、現場の研究者、

大統合自然史I（宇宙・地球編）
日

8日

9日

同上

第5構

第6111

婿所

Belle-II測定器、 SuperKEKS加速器

放射光実践室

第7困層 JAXA実験棟

第811111 JAXA見学コース

第9檎

同上 地質線本館展示室

第10!1

第11購

第12111

JAXAつてなあに？

担当者

鎌田｛総研大／KEK）・七回

｛総研大）

七回・ 鎌田

筒井（KEK)

字野小磁 原因（KEK)

石川υAXA)

大石｛天文台｝

ISS・きぼうを利用する科学の実際 石川

宇宙を研究する ・宇宙で研究する 石川

外国｛極地研｝

地質練本館スタッフ

東｛極地研｝

伊村｛極地研）

間蹄薗園間繭曹関臨調 七回 ・全教員



大統合自然史I（宇宙・地球編）
科目の目的
や宇宙の始まりから現在まで、人類を含む全自然界で生じた出来事につ

いて、幅広い専門研究分野の成果を糾合することで、時間軸に沿った

森羅万象の描像を構築できることを学ぶ。これによって、個別専門性

に留まらない独立した視座を得て、自らの研究の学問的および社会的

位置付けを僻敵できるようになることを目的とする。

目指す学習成果
令宇宙・地球・生命・人類・文化の各領域における歴史的出来事の概要を、

領域相互間の関連を含めて説明できるようになる。

＋今後の自己の研究課題と志向する分野について、その学問的及び社会的

位置づけを語ることができるようになる。

令五感を超えた自然界の認識のため、様々な道具が使われることを知る。

令適切に選択された文献を読みこなし、課題内容にあったレポートを書く

ことができる。

や現物資料をもとに推論を深め、問題意識を持つことができる。

や他者とのディスカッションを効果的にすることができる。

l!lil' T • ?IU(IL .. ?l!!Wl. 

宇宙・自然システムと人類

i毎郡富男 髭m:::.. 
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受講後アンケート（N=7）から見る傾向

・開諸国TlA-器・ 11.¥-1＋・は勉強できないような内容だと思って興味をもったか
設を見学で、きる授業た、ったから」

・高い評価とrった項目群：受講満足度・授業内容の理解に関する自己評
｛面圃継続的学習への意欲。

－低い評価となった項目群：「自分の研究に役立つJ

→目指す学習成果「今後の自己の研究課題と志向する分野について、その
学問的及び社会的位置づけを語ることができるようになる」については不
国L乙ふ
’J .J 0 
r 

評価

・「大学院における教養科目は先端的な研究の講義を、教養科目とし
て体系立てて行う場合」

・「学生の自らの専門以外の研究への興味関心を引き出すことに関し
ては、一定の有効性がある」

・が、一方「自らの研究との繋がりを考えるにあたっては、授業内容と
自らの研究そのものに対して、メタ認知を促す仕掛け等を施さないと、
双方の関連を考えることができない傾向がある」



中

2.大統合自然史の方法

3.大統合自然史 I（宇宙・地球編）との繋がり

4.大統合自然史 II（生命・人類編）のあらまし

5.課題図書とレポート課題

1 . 大統合自然史の意義と概要

人類の活動は、今や、地球環境に決定的な影響を及ぼし、

この状態を表現する新しい地質年代の名称（人新世：

Anthropocene）の導入が検討されています。

自身の影響力と責任に目覚めた人類が、将来に向け、悔

いの少ない賢明な選択を行う基礎として、人類がこれま

でに集積した知識を叡智として結集することが求められ

ています。

大統合自然史は 「宇宙開闘以来、人類を含む全自然界で

生起した森羅万象を、歴史として認識・理解すること』

を通じ、この要請に応えようとする試みです。



特に、研究者を目指す人々にとっての意義

l .細分化された専門分野で業績を積み重ねることを求め
られる研究者が、幅広く社会全体と問題意識を共有で

きるチャンネルです。

研究と社会が結びつく様々な場面で役に立つでしょう

です。

2.異分野における研究成果、研究の論理や研究道具・装
置を知ることを通じ、自身の研究に革新をもたらす可

能性があります。

共同研究の開始など、研究活動に新たな展開を導くチャ

ンスが潜んで、います。

大統合自然史についての個人的所感

鎌田進

今日では、宇宙の始まりから今まで、、自然界で起こった顕著な出来事を、時間軸に沿って因果

関係を辿り整理・理解する「大統合自然史」のような試みは、荒唐無稽な企てではなく、充分

な見通しを持った企画と考えられています。

ここに至る背景として、 20世紀以降における、科学に支えられた技術発展とそれに支えられ

．た科学的知識の深化集積という、 「科学と技術の共進化」の急速な展開が挙げられます。ま

た、インターネットの発達が象徴する世界のグローバル化も、人類が蓄積する知識・経験の幅

広い人々の聞での共有をサポートしています。さらに、世界の多くの国々における、高等教育の

拡大普及という社会的要因も、これに寄与しているでしょう。
「大統合自然史」が展開する4次元時空間は、物質的見地からは、全てを包摂する究極的大空

間です。この大空間で物事を考えることは、人類が新しい歴史段階に至ったことを示唆している

ように感じます

「大統合自然史Jの基礎は、人類文明の普遍的な成果として、今まさに獲得しつつある知識か
ら作られています。もちろん、今後に解明が待たれる未知の領域や大きな謎、またそれらの解

明に伴い大幅な書き換えが求められるであろう領域も随所に有ります。むしろそのような存在

が研究者を惹きつける所以でもあるでしょう。

「大統合自然史」から得られる重要点として、自分自身を見つめる契機があります。宇宙に生

まれた極めて単純な物質が、宇宙や地球環境における形態の変遷を経て生命に育ち、その進化

の末に人類が誕生し、この人類が文明を築いた。その文明社会の一員として自分自身が存在す

ること。このように自分自身の来歴を振り返ることを通じて、新たな価値を発見し未来lこ向け
た指針を獲得する可能性が生まれます。これこそ歴史を学ぶ醍醐昧と言えるでしょう。



2.大統合自然史の方法

宇宙開間以来、

人類を含む全自然界で生起した森羅万象を、

歴史として認識 ・理解する。

認識する（方法・道具） 理解する（拠り所・手段）

..; 実験、観察、観測、発掘 ..; 感性、理性

..; 極地探検、宇宙探査 ..; 論理、理論

ゾ 望遠鏡、顕微鏡 ..; 思考実験、シミュレーション

..; 加速器、 測定器 ..; 数学、統計学

ゾ アーカイブス、データベース ゾ 情報学、 計算科学

ゾ文献資料探索 ..; 哲学

ゾ 博物学



歴史として（時を知る 手掛り ・手段）

..; 宇宙：遠いものほど古い

l 2 0億光年離れた天体の光は、 l2 0億年前の過去を伝える

..; 地球：下に堆積している物が古い

地層、氷床コア、海底コア、年縞、

..; 地球規模イベン卜：小惑星衝突、火山噴火、地磁気反転等の記録

示準化石

..; 同位体分析：安定同位体比の変動、放射性同位体（半減期）の減衰率

炭素14（半減期 5700年） ウラン238（半減期 44億年）

..; DNA読解：含まれる情報やその多様性から順序や経過時間を推定

..; 遺物解析 ：遺跡、昔の道具や芸術作品に接し読み解く

..; 文献読解：過去の記述から読み解く

進化共進化 概念による物語の構築

環境 vs生成物
ビッグパン宇宙 標準モデル素粒子

ビ‘ッグパン後の超高温宇宙の膨張と冷却 陽子、中性子、水素原子、ヘリウム原子など

恒星内部での核融合反応と中性子捕護反応（s－過程） 鉄までの様々な原子核

超新星爆発時の中性子嬬獲反応（r－過程） ウランに至る様々な原子核

暗黒星雲中星間物質の化学反応 様々な分子

地球など岩石惑星内部の高温高圧状態 様々な鉱物や岩石

地球環境 生命の誕生と進化（原核生物、真核生物、多細胞生物、）

地球大気の組成 生命体（シアノバクテリアなど）や火山活動

様々な生命体の活動 生命由来物質（石炭、石油、石灰岩、頁岩、、化石）

生命進化（の果て）と地球環境変動 人類の誕生

人類文明 人為物質（プラスチック、 C02排出、、、超ウラン元素）生産と

地球環境
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地球上の環境変動
Oxygen Content of Earth’s Atmosphere 
During the Cou問eof the Last Billion Years 
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人類進化の道筋

I
l
l
－イ

白

日

川

盗

品川

猿

ぬ

鼻

叩

亘

仙
広IU車lJI
Platy巾山j

オマキサル尉 Cebidae

ヨサJレ科 Aotidae

サキ料P民heciidae

フモザJレ科 Atelidae 霊長類から人類への分化
I 其1車矧
Simiiformes 

ベ
オナガザル土科 Cercop1theco1dea

https://ja.wikipedia.org/wiki／ファイルPrimatesTreeJa.svg

テナ方ザル科

Actl』ellerr ntlごurop巴jAfriqL」ejAsi 巴

Homo sapiens 

狭10車類
1 Catarrhini I 

ーベ
ヒトよ科 I 
Hominoidea J 

オランウ一宮ン科 向ng1dae
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ヒト科 ' 
I ヒト重量科

Hominidae 
‘ Homininae 

チンハンジー属 Pan
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Horr、lnini ヒト筆画h Australopithecus 
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ホモ・サピエンスに至るヒトE族の
分化と居住域
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ホモ・サピエンスの出アフリ力と世界伝搬

、
守”

， '・ 1・

ミトコンドリアDNAのハプログループの分布から推定した人類伝播のルートおよび年代
World map of human migrations, with the North Pole at center. Africa, harboring the sta円ofthe 

migration, is at the top left and South America at the far right. Migration p副ternsare based on 

studies of mitochondrial (matrilinear) DNA. Dashed lines are hypothetical migrations. 

Numbers represent thousand years before present. 
The blue line represents area covered in ice or tundra during the last great ice age. 

https:// commons.wikimedia.org/wiki/File:Map-of-human-migrations.Jpg 

The letters are the mitochondrial DNA haplogroups (pure motherly lineages); 
Haplogroups can be used to define genetic populations and are often geographically 

oriented. For example, the following are common divisions for mtDNA haplogroups: 
African: l, l 1, l2, L3 
Near Eastern: J, N 
Southern European: J守 K.
General European: H, V 
Northern European: T, U, X 

Asian: A, B, C, D, E, F, G (note: Mis composed of C, 0, E, and G) 
Native American: A, B, C, D, and sometimes X 

• 170-130 

. 70・60

• so ・ 40

. 15-12 

・9-7 

ホモ・サピエンスが最後に到達した大陸：南アメリカ

そこで築いた文明 インカ帝国 マチュピチュ遺跡



人新世（Anth.ropocene）到来の自覚

に突入か
12時46分）

我々の世代は・一新たな地質年代「人新世」
毎日新聞2016年1月28日 12時四分（最終更新 1月28日圏 一代地球誕生

園圃圃圃園田四‘ 46億
軍事語圏週四週 年前

国立科学博物館で国際シシポラウムが29日か5

核開発など人間活動の影響で地球は新たな地質年代「人新世」に突入したの

か一一。そんなデーマの国際シンポジウムが29日から、東京都台東区の国立科学

博物館で初めて聞かれる。大量のプラスチックや核実験による放射性降下物など、

地球に半永久的な痕跡を残す現代文明を聞い直す試みだ。

5億
~4200万
年前

函姐・・・

地質年代は、化石など地層や氷床に刻まれた痕跡によって定められ、三葉虫が登

場した古生代力ンブリア紀、恐竜が繁栄した中生代ジユラ紀や白亜紀などに区分さ

れる。現在は25 8万年前に始まった新生代第四紀の「完新世Jと定義される。

2億‘5000万
年前

ノーベル化学賞を受賞したドイツの大気化学者、パウル・クルッツエン博士は2

0 0 0年、生態系や気候への人類の影響が拡大しているとの危機感から〈 「人新世」

という新しい年代を提唱した。日本学総治 議によると、 叫んしんせいJと読むの

が一般的という。‘6600万
年前

近年、人新世の始まりを、産業革命が始まった18世紀や、人口が急増し核兵器

が開発された20世紀半ば、農耕の開始時期や大航海時代などと主張する学術論文

が科学誌で続々と発表されている。n
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Defir首ngthe Anthropocene 
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Fi伊 re2 I De白血gthebe酔mingof出eAnthro戸cene.a, Current GTS2012 
GSSP bound訂ybetween the Pleistocene and Holocene38 (dashed line），明白
global temperature anomalies (relative to the early Holocene average over the 
period 11,500 BP to 6,500 BP)112 (blue），叩datmospheric carbon dioxide 
composite113 on the AICC2012 timescale'" (red). b, Early Anthropogenic 
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Hypothesis GSSP suggested bound訂y(dashed line), which posits that early 
extensive farming impacts臼usedglobal environmental changes, defined 
here by山 inflectionand lowest level of atmospheric methane (in pa巾 per
b出ion,p.p.b.) from the GRIP ice core59 (green), with global temperature 
anomalies (relative to the average over the period 1961to1990)115 (blue), and 
atmospheric carbon dioxide"' (red). c, Orbis GSSP suggested boundary 
(dashed line), representing the collision of the Old and New World peoples and 
homogenization of once distinct biotas, and defined by the pronounced dip in 
atmospheric carbon dioxide (dashed line) from the Law Dome ice core75・76
(blue), wi出globaltemperat町edata anomalies (relative to出Eaverage over 
出Eperiod 1961 to 1990)' 15 (red). d, Bomb GSSP suggested boundary (dashed 
line), characterized by the peak in a伽】osphericradiocarbon from annual 
tree-rings (black)'03 （出ea同Cvalue is the relative difference between出E
absolute international standard (base year 1950）釦dsample activity corrected 
for the time of collection and 813C), with atmospheric carbon dioxide from 
Mauna Loa, Hawaii, post-1958116, and ice core records pre-J9587s.市（red),
and global temperature anomalies (relative to the average over出Eperiod 
1961to1990)116 (blue). 
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5.課題図書とレポート課題

r大統合自然史II（生命・人類編）』課題図書

『宇宙生命論』 （単行本：212ページ 出版社：東京大学出版会 （2015.庁＇／31）本体価格：3200円）

『宇宙生命論』 （目次）

第1章 生命とは何か

1-1 生命の定義／1-2 生命の潜在的多磁性

1・3 生命の連続性と地禄型生物の世界／展望 生命発生研究の将来

第2章 地獄史と生物進化

2・1 生命の起源／2・2 地球環績と生命の共進化

2・3 地稼生命史から宇宙生物学の体系化ヘ

展望 地球史および生物進化の理解とアストロバイオロジー

第3i言 ハピタブル惑星

3・1 惑星形成論／3・2 スーパーアース研究の現状

3・3 水の取り込み／3・4 ハビタブル惑星の条件

展望 生命存在可能惑星の理論研究の現在と将来

第4章 地球外生命の探査

4・1 太陽系内探査／4・2 太陽系外惑星探査

展望 はたして地球外生命はみつかるか

第5章 人類 ・文明と宇宙知的生命探査

5・1 知能の進化と科学文明lこいたる道／5・2 第4の生物， ヒト

展望 宇宙文明とその探査

伊村智 （国立極地研究所）
『宇宙・地球・生命・人類を貫く時間軸』

中村控子 （JT生命誌研究館）
『ゲノムから読み解く生命の流れ （仮称）』

岩里琢治（国立遺伝学研究所）
『ヒトの行動を生み出す『脳Jの理解：モテ、ル生物を用いた研究』

吉田憲司（国立民族学博物館）
『文明の転換点における博物館』

関雄二（国立民族学博物館）
『古代文明の生成過程に関する理論的転回 ：南米アンデ、ス地域を中心に』

久保正敏（千里文化財団）
『民族学博物館の展示から学ぶ人の営み（仮称）』

長谷川員理子（総研大）

rヒトを人たらしめているもの（仮称）』

阿部健一（総合地球環境学研究所）

r人類世時代の人間学：地球環境学からの視点』



平成29年度学融合レクチャー実施案内

「大統合自然史II（生命・人類編）』

平成29年7月25日（火） 遠隔配信による講義（1コマ分）
平成29年9月13日（水）～9月15日（金） 3日間の対面集中講義

1.授業概要

ビッグパンに始まる宇宙開闘以来人類活動が地球環境を支配するに至る今日まで、 13 8億年が

経過しました。人類を含む全自然界において、この間に生起した事象の相互関係を明らかにし、歴

史的に認識する試みが「大統合自然史Jです。幅広い研究分野の成果を糾合して描かれる自然界の

歴史的描像を学ぶことで、個別専門性を脱した独立視座を得て、自らの研究の学問的意義そして社

会的位置付けを自覚できることを目的とします。本年度は、生命の誕生・進化、人類の発生と文明

の展開そLて地球環境への影響等を学びます。

【本授業で身につけてほしい事項】

J 宇宙・地球・生命・人類・文化の各領域における歴史的出来事の概要を、領域相互間の関連を含め

て説明できるようになる。

・今後の自己の研究課題と志向する分野について、その学問的及び社会的位置づけを語ることができ

るようになる。

・五感を超えた自然界の認識のため、様々な道具や方法が使われることを知る。

・適切に選択された文献を読みこなし、課題内容にあったレポートを書くことができる。

・現物資料をもとに推論を深め、問題意識を持つことができる。

－他者とのディスカッションを効果的にすることができる。

3.開催場所：

9/13 （水） JT生命誌研究館（干569-1125大阪府高槻市紫町1-1)

9/14 （木）国立民族学博物館（干565-8511大阪府吹田市千里万博10-1)

9/15 （金）スペースアルファ神戸（〒65ト1301兵庫県神戸市北区藤原台北町4-27)

※対面集中講義に関しては、上記スペースアルファ神戸を宿泊地として、各研究機関で授業を行う合

宿形式で行います。なお関西在住等で各授業地へ自宅等から通える場合は、個別に担当者までご相

談ください。

4.宿泊場所： 9月13日（水）、 14日（木）スペースアルファ神戸

※各目、借り上げパスで会場と宿泊施設を移動します。

※前泊される場合は、高槻市周辺の宿泊施設をご利用ください。（各自手配）

5.担当教員：（50音順）

阿部健一 （総合地球環境学研究所）

伊村智 （複合科学研究科／国立極地研究所）

岩里琢治 （生命科学研究科／国立遺伝学研究所）

鎌田進 （総合研究大学院大学）

菊地浩平 （総合研究大学院大学）

久保正敏 （千里文化財団）

七回麻美子 （総合研究大学院大学）

関雄二 （文化科学研究科／国立民族学博物館）

中村桂子 (JT生命誌研究館）

長谷川異理子 （総合研究大学院大学）

藤井龍彦 （総合研究大学院大学）

吉田憲司 （文化科学研究科／国立民族学博物館）
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「東大生と歩んだ測量機器一歴史的価値の再発見」

2016. 
8.1～12.26【月～金】9:30～17:30
閉室 ：土日祝祭日.8.8（月）.9（火）.22（月ト29（月）、30（火）

会場 ：工2号館図書室 （東京大学工学部2号館5階52A)
主催：東京大学工学部・工学系研究科、情報理工学系研究科

共催：東京大学駒場博物館協力：東京大学文書館

発行

今井浩

東京大学工学 ・情報理工学図書館
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http://lib町 .t.u-tokyo.ac.jp

平成28年B月l日
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編集 ・発行
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工学史料キュレーション事業連携
東京大学や工学部の歴史的史料となる占い機器額を探しています． 【連総先］東京大学 L学系ー情報理E学系号事情組図＼！！~軍 情報総務チーム
場境整備等で廃棄する前にI：学ー情報理工学図谷館にご述絡ください． TEL.03-58引・6016(ext.26016). E-mail t引証~lib.u to旬。ac.jp



「歴史的価値の再発見」とは何か

東京大学は日本を代表する大学の一つであり、理系・文系を問わず様々な分野で研究・

教育が行われています。一般的に「理系Jと称される医学、工学、農学、理学などの各学

部・研究科では、様々な実験・計測機器類を用いて先進的な研究が行われており、さらに

次世代の人材養成のための教材として利用されています。

理系分野において、それなしでは研究や教育を行うことが不可能であるとされている実

験・計測機器類は、研究や技術の進歩によって常に更新し続けられています。当時は最新

だと恩われていたのに、すぐに時代遅れの役に立たないものになってしまうことが宿命づ

けられているのです。ある研究が飯新の機器を使って行われるということは、すなわち最

新の研究であることの証明でもあり、常に最先端の研究を求められる状況下においては、

古い機告書類を廃棄することは推奨されることでもあります。しかし、それらは本当に価値

がなくなってしまったのでしょうか。

たしかに愚先端の研究を進めなければならない各研究室では用無しでしょうが、それら

研究室がおかれている学部・研究科、そして大学全体からみたとき、その大学で行われて

きた研究や教育の歴史という観点からみたときには全く別の価値が見出されることになり

ます。私たちはそれを「歴史的な価値Jと呼んでいます。また、日本を代表する東京大学

で用いられてきた機器類は、ひとり東京大学のみの歴史にとどまらず、技術立国日本の歴

史を語る上でも重要な資料とされるべきだと思うのです。

このたび工学部・工学系研究科では「工学史料キュレーション事業」として、今までの

研究・教育に関わる様々な資料を保管 ・整理し、利用・活用していく方針を立てました。

その試みのーっとして、本展では「測量」というテーマについて、第一高等学校（一高）

資料を所蔵されている教養学部駒場博物館との共催とし、工学部と一高の測量教育や機器

類を中心に構成することにしました。

この事業はまだ始まったばかりで、現在ではまだ多くの資料を体系的にご利用いただけ

るようには整っていません。本展をきっかけに学内、学外を問わず多くの方々にご賛同い

ただき、「工学史料キュレーション事業Jのためのご協力をいただけますようお願い申しあ

げます。

また、この展覧会は小規模ではありますが本学内の博物館（Museum）・図書館（Library）・

文書館（Archives）のMLA連携事業として初の試みでもあります。今後の展開にご期待く

ださい。



「東大生と歩んだ測量機器」明治から昭和まで

「測量Jは古くから為政者逮に重要な技術とみなされていました。治めている土地の正

確な情報（国境や田畑の面積、土地の高低等）を得るためには、正確な測量技術が必要だ

ったからです。街道を整備するにも、建物を建てるにも、租税を徴収するにも、他国と戦

争をするにも、まずは正確な地図がなければ何もできないのです。

江戸時代にすでに一部入っていたヨーロツバ式の測量技術は、明治時代になり本格的に

導入されることになります。特に組織的に環境が整備されたのが軍隊と工部省でした。現

在の工学部には二次大戦前から伝わる古い測量機器が数点残されていますが、今回展示さ

れている一点は工部省工学寮一工部大学校系統の工科大学由来のものです。明治時代では

愉入品に頼らざるをえなかった測量機携は、昭和になると国産のものも多く出回りはじめ、

「東京帝大工学測量Jの丸い焼印を押された玉屋商店製のレベルもみられます。

一方、明治19年 (1886）に工科大学予科と合併した東京大学予備門は同年の中学校令で

第一高等中学校となり、大正7・8年の改革まで理科・工科志望者の必修科目として測量が

導入されました。第一高等中学校・第一高等学校（一高）の資料を所蔵する教養学部の駒

場博物館には、「工節大学校土木学教場Jや「東京帝国大学工科大学土木教室之印Jの焼印
があるレベルやトランシットがあります。当時の工科大学と一高との関係を示すものとい

えるでしょう。

また、違う系統として興味深いのは「参謀本部測量課fの焼印がある測量機器です。保
管されていた一高測量室の「物品書留簿Jによれば明治23年 (1890）に陸軍参謀本部より

交付されたとあります。明治24年 (1891）の歩兵操典の改正でフランス式からドイツ式に

なった陸軍が、準備段階でフランス製測量機器類を放出したことをうかがわせます。この

プーソルエクリメートルは当時すでに時代遅れだったのか帝国大学工科大学を経由せず、

直接一高に交付されたようです。以後、一高では測量実習が本格化します。原総太は初期

に一高で測量科目の教鞭をとり、明治29年（1896）に東京帝国大学工科大学土木工学科へ

転じました。

20世紀末以降、光波測距や電算処理機能が搭載されたものが普及していきますが、新し

くはなっても基本的なかたちは変わらずレベルやトランシッ トは使い続けられています。

今回展示したものが使用されたのは明治から昭和、おそらくは二次大戦前まででしょう。

一体何人の東大生がこれらの測量機器とともにフィ ールドに出かけていったのでしょうか。

明治4年 (1871)

明治10年（1877)

明治19年（1886)

明治30年（1897)

大正8年 (1919)

昭和 17年 (1942)

昭和24年（1949)

明治7年 (1874)

明治10年（1877)

明治19年（1886)

明治27年（1894)

昭和24年（1949)

昭和25年 (1950)

工学部略年表（工部省からの系譜）

「工部省工学寮」開設

「工部大学校jに改称

「帝国大学工科大学Jに改称（東京大学理学部工芸学部と合併）

「東京帝国大学工科大学jに改称

「東京帝国大学工学部Jに改称

「東京帝国大学第一工学部」に改称（第二工学部の発足）

「東京大学工学部」に改称

教養学部（一高）略年表

「東京英語学校」（東京外国語学校の英語科が独立）

「東京大学予備門」に改称（東京改正学校普通科と併合）

工科大学予科を合併

「第一高等中学校」に改称

「第一高等学校Jに改称

「東京大学第一高等学校」に改称、「東京大学教養学部」開設

「東京大学第一高等学校J閉校



「測量の教育J工科大学と一高

工学部の前身である工科大学と、教養学部の前身である一高とのつながりは、測量機器等

の道具だけにみられるものではなく、当然教員や学生にもみられるものです。

一高で測量の授業が開始された初期に重要な役割を果たしたのが原龍太（1854-1912）で

した。明治 14年 (1881）東京大学理学部土木工学科を卒業し、当時は東京府の技師を務め

橋梁の建設などに従事していた原は、非常勤の教師としてー高で教鞭をとります。明治29年

(1896）に帝国大学工科大学講師となるまで、特に明治23年以降に一高で測量実習が本格

化した時期、多くの一高生を指導することになりました。

一高資料の「教官別日課表J（自明治26年9月至同27年6月）によれば、毎週金曜日と

土曜日の午前8-11時までの計週6時聞が原の担当であったようです。金曜日が2部1年1、

2組、土曙日が2部2年1組を指導していました。

原は工科大学講師となった後、明治 32年 (1899）には教授となりました。工学部には大

正3年 (1914）に制作された原の銅像が保管されています。

一高から工科大学へ進学した学生は数多くいたはずですが、ここで展示する資料に名前が

記載されている人物として市川紀元二（1873-1905）を紹介しましょう。市川は静岡県豊田

郡の青山家に生まれます（弟は土木技師の青山土）。明治14年（1881)に市川家の養子にな

り、姓を市川に改めることになりました。 一高には明治25年（1892）に本科入学、明治27

年 (1894）に卒業します。帝国大学では工科大学電気工学科に進み、明治30年（1897）に

卒業すると東京電灯の技師を務めて山口電灯の設立に携わりました。

当時、理科・工科志望者には必修科目として「測量」が義務付けられていました。ここで

展示されている「高等師範学校実測図Jは、原穂太の指導のもとで明治27年 (1894）市川

の卒業の年4月に俵園ーらと制作されたものです。一高では測量の実地演習として生徒に測

量機材を貸し与えて公園・学校・社寺などを測量させ、実測図を作成させていたのです。 優

秀な作品は表装されて掛図となり、教材として利用されました。

他に現存しているものとしては、「第一高等中学校J明治23年（1890）、「帝国博物館J明

治27年 (1894）、「文部省j明治29年 (1896）、「本妙寺J明治30年（1897）、「芝公園J明

治 31年（1898）などがあります。特に興味深いものとしてもう一つ展示しているのが「工

科大学」明治31年（1898）の実測図です。大正9年（1920）のキャンパスマップと比較し

ても遜色ないものになっています。当時の一高は現在の農学部の敷地に位置していましたか

ら、道を一本挟んだ向かいにあったわけです。重たい測量機材を担いでやってきた一高生た

ちが、現在の工学部の敷地内で測量している姿を想像してみましょう。

『向陵誌』より測量実習

大正2年6!'!16日

第一高等学段寄描'fl

珍しい測量実習の写真。機器を納める箱には皮ベルトがついている．

駒場博物館蔵
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j京総太 日課表

自明治26年9月歪同27年6月

第一高等中学校 ・第一高等学校

一高で凱IJ!ilを教えた原官官太の時間割．金曜日と土曜日午前に割り当てられ
ている．

駒I易博物館蔵

原龍太（附～叫
工科大学土木工学科教授。

福島県出身、米沢の英語学校を経て上京、

1873年に慶応義塾に入学した。75年に開成学

校に転じ、 81年、理学部土木工学科を卒業し

た。直ちに東京府に入り、橋梁の建設に従事し

た。 96年に工科大学講師となり、 99年に教授

となった。
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2部2年 lノ組（工科） 日課表

出展南京大学 博士山肖撤

自明治26年ゆ月歪同27年6月

第一高等中学校第一高等学佼

市川紀元二のいた組のQ終学年 にのときは2年）の時間制。原穏太の
教えたiJ!IJ.!il;の時間（土嘱日午前）に実iJllJ図を作成した．

駒崎博物館蔵

http:// .....咽u-toky。ac.jp/publioh db/1998Portrait/ 



ブーソルエクリメートル 19世紀後半

ファープル・プラント社を介して輸入したもの．陸軍参謀本部が購入したが、ドイツ式への全面的な

移行に伴い．明治 23年に文部省経由で高等中学校に交付された。箱には「参謀本部測量課」「第

一高等学校測量室印」の焼印がある．（駒場開F物館蔵）

レベル 19世紀末 W札 EG凶

W.&L.E. Gurley製。東京帝国大学工科大学土木教室が所蔵していたもの。箱には「工科大学土木工

学Jの焼印や「工学担IJ:!i）；備イl07Jの木札． さらに 「工学部土木工学教室Jと「工学部損IJiil実験室J
の備品シールがある。（工学部殺）

12インチ Yレベル 昭和 13年 (1938)3月3日検定綜式会社玉屋商店

綜式会社玉屋商店製．箱には「東京帝大工学測量」の焼印がある．（工学部蔵）

ダンピーレベル 19世紀末.Neg岡叫 Zan加

Negretti＆ゐmb同社製。同社は 1843年に創設されたロンドンの有名な測量 ・光学 ・物理化学器械メー

カー。箱には「工郡大学校土木学教思J「第一高等学校測量室印」 の焼印がある．（駒場停物館蔵）
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トランシット 19世紀来 W止L.E.Gurley 

W.&L.E. Gurley製．東京帝国大学工科大学土木教室が所蔵していたもの．初期に担1/1jlを教えた原健太

は、東京大学理学部で米図式の教育を受けており、米国製の機器になじみがあったものと忠われる。

箱には「東京帝国大学工科大学土木教室之印」の焼印がある。（駒場｜呼物館蔵）



「自然科学系のアーカイブズ」年表 2017-08-07 

~ ー唱唱 I§ 同－ 口0 言 I~ ト－c:5 "' ロ
＠ 

・科学枝術社会飽（STS）学会股立 ｜｜． ・国立大学・大学共同利用樋関法人化
essc中止 日本アーカイブズ学会股立

1977 物理学会創立100年記念事業・『日本の物理学史J刊行

1981 物理学史資料調査・収集特別委員会

1981 物理学史資料登理特別委員会

198<4 
日本物理掌会物理掌史資料委員会

1973 名古血大理掌御物理教室・板田昌一記念史料室

日米科学技術協力時事傘 下a出clePhysics in Japan, 1930-50" 

! ・渇Jll・朝永生寵100年事業 ． ’ i 1978-1979; 1984-1985 

LM.Brown, Y.Nambu，早川、小川．亀灘、河辺、小沼ほか

I 1919 京大・基礎物理学研究所・渇川配念館史料室

I 1983 筑渡大学・朝永恒郎肥念室資科

｜科研費（基盤A) （高岩鮒）

「湯川・朝永・振回配念史料の霊理および史料配述デーヲベースの霊嫡」 噛 川朝永毎悶院念史剥かち分続する民本の察組乎勧董学者の系路』 ill 
科研費・銚職的研究（開拓）（久保田明子）

『日本の学術体制史研弐ー研究基盤となる日本学術会機資料登備と研究環境権築の績酎ーJ

国立科学樽物館 国立科掌博物館総合研究 ； 
・企画展 「仁科芳雄と原子物理学のあけぼの」 『保存嶋崎J

・企画隈 『素粒子の世界を拓くJ

1971 高エネルギー物理学研究所 ・｛高エネルギー加速曽研究機情） 隠 K史斜聾理作集部会 L 促K史斜室
eKEK-U Joint w。出shopCKEKJ 

日米一国間也定共同研究 ｜比園出共同研究 ｜
KEK-UCLA箆 I期

・日米共同研究研究会｛総研大・KE附

｛高樋.右） （高岩穏信） ｛関本費知干） （菊谷英司） I C筒井県

・大学共同利用機関法人 : ’ ! 

1989 核融合科学研究所 原研およびブラ領掌金賞斜鋼査 フラ研・績融合研賞斜眼銀盤理 NIFS按刷会アーカイブ室

西尾成干．植絵美事E‘竹田 鹿興.Ill上一郎、ほか｛回大ほか） ．一般共同研究（核融合アーカイブズに関する共同研究）

大林治夫．寺崎由之介、臓図・治、銀波忠清、木村一枝（NIFS)

西尾成干 Cb 諸諸3') （紙同啓介） ｛井口容和） （久保伸｝

科研費（基盤A) （平田光司）

オーヲルヒストリーによる巨大耗牢回現代史置斜システムの柵債と共有化

rKEK最初の十年」

教育研究交売セン11
‘ 

葉山高等研究セン宮 掌融合推進セン宮

金掌事業推進旬

セン宮ー 総研大・葉山高等研究セン恒一

プロジヱヴト 『科掌綾術社会蛤Jの新展開 ｜ f人間と科学」 ． 
1988 総研大 研究謀園 大学共同利用健闘の成立に関する歴史資科の蒐集とわが国における巨大科学の成立史に関する研究

総研大「共同利用研の歴史とアーカイブズJ 自然科学系のアカイブズ研覧会

・研究会（KEK）『大学共同利用研究所・研究纏聞の成立J ・掌融合推進セン舎一研究会補助位。11)

・研究会（総研大）『大学共同利用機関の歴史とアー力イブズ』

・研究会（総研大Jr2oos年度全体研究会」 ・ リポジトリー・アーカイブズ合同研究会（NIFS)

・日米共同研史研究会（総研大・KE!<J er自然科学系のアーカイブズ』（第1回）NIFS

『大学共同利用機関の歴史とアー力イブズ2007J・総研大公開シンポジウム ．『自然科学系のアーカイブズJ（第2回）陪K

研究会『犯録管理とアーカイブズ』（KEK)e ・国立天文台・樽物館情想シンポジウム NAO

｜…ついての閥…査肪問聞の資料に
・SteenT。moko講演会 NlNS&KEK

教膏研究交流セン哲一f新分野の開妬』 ・自然科学系アーカイブズ会合 NIFS

・自然科学系アーカイブズ会合 KEK
オーラルヒストリープロジェヴト ・自然科学系アーカイブズ会合 NIFS

小ゲループ『大型装置科学の科学箇j（平田、高岩） ePalavsky Ill漬・WS ・自然科学系アーカイブズ会合 KEK
・ Haw制iProject －中止 ．自然科学系アーカイブズ会合州内

・自然科学系アーカイブズWS(
（湯川哲之） （平田光司） I （伊厳粛ー＞I （総悶啓介） 自然科掌系アーカイブズ会合 KEK・

総研大教育研究交涜セン世一・共同研突 自然科学系アーカイブズ会合 NIFS・
『科学と社会J r＜科学技術社会〉蛤の構築 白書E科隼系7ーカィフズ会合 K凪血J&i佳K・

（平田光司｝ （柴喝文 ） （菊谷英司J I KEK & NIFS & Soken 

「戦争と平和」（期間？）

清水

科研費｛基盤A) （安部正人） 利研，l（基盤A) （安麓正人）
『旧日本植民地・占領地関係資科ならびに原婦関係資斜の7ーカ 園田匝コンソーシアムによるr原婦放射観被害デジ9ルアーカイブ
イブズ学的研突J ズ』の構鍍に関する碕完

つ

業止




